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大
伴
家
持
の
在
野
行
幸
儲
作
歌

北大文学研究科紀要 105

は
じ
め
に

『
万
葉
集
』
巻
十
八
に
は
、
大
伴
家
持
の
手
に
な
る
左
の
長
歌
作
品
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

高
御
座

天
の
下

為
下
幸
二
行
芳
野
離
宮
一
之
時
上
儲
作
歌
一
首
弁
短
歌

皇
祖
の

天
の
日
継
と

る

み
吉
野
の

こ
の
大
宮
に

大
君
の

任
け
の
ま
に
ま
に

や
遠
長
に
(
沼
田

O
九
八
)

あ
り
通
ひ

知
ら
し
め
し
げ
る

見
し
た
ま
ふ
ら
し

こ
の
川
の

絶
ゆ
る
こ
と
な
く

神
の
命
の

も
の
の
ふ
の

こ
の
出
の

畏
く
も

い
や
継
ぎ
継
ぎ
に
始
め
た
ま
ひ
て

八
十
伴
の
男
も 康

己
が
負
へ
る

か
く
し
こ
そ

l
 
i
 

z--z'' 

品

ま軍
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貴
く
も

定
め
た
ま
へ

己
が
名
負
ひ
て

仕
へ
泰
ら
め

しユ



大
伴
家
持
の
吉
野
行
幸
儲
作
歌

反
歌

い
に
し
へ
を

思
ほ
す
ら
し
も

我
ご
大
君

吉
野
の
宮
を

あ
り
通
ひ
見
す
(
西

O
九
九
)

も
の
の
ふ
の

八
十
氏
人
も

三圭工
仁3

野
fll 

絶
ゆ
る
こ
と
な
く

仕
へ
つ
つ
見
む
(
四
一

O
O
)

こ
の
長
歌
作
品
に
は
制
作
の
月
日
に
つ
い
て
の
記
述
が
題
認
に
も
在
注
に
も
な
い
が
、
次
の
長
歌
作
品
(
四
一

O
一
1
四一

O
五
)
の

左
注
の
、
「
右
五
月
十
四
日
大
伴
宿
祢
家
持
依
ν

興
作
」
の
よ
相
」
の
及
ぶ
範
囲
を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
長
歌
作
品
の
制
作
状
況

の
推
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。
伊
藤
博
氏
「
家
持
の
芸

l
l
預
作
讃
歌
を
め
ぐ
っ
て

i
l」
(
『
万
葉
集
の
表
現
と
方
法

下
』
所
収
。
初
出
吋
専

作
の
「
陸
奥
園
出
金
詔
査
一
日
を
賀
く
歌
L

(

田
O
九
四

1
四
O
九
七
)
の
詠
ま
れ
た
天
平
感
宝
元
(
七
四
九
)
年
五
月
十
一

臼
に
、
こ
の
長
歌

138-

修
国
文
』
九
、

一
九
七
一
年

月
)
は
、
「
右
」
は
、

四一

O
一
1
四
一

O
五
歌
に
か
か
る
と
し
、
こ
の
長
歌
作
品
の
直
前
の
閉
じ
く
家
持

作
品
が
続
け
て
作
ら
れ
た
と
想
定
す
る
。

つ
ま
り
、

か
よ
う
な
長
反
歌
(
「
陸
奥
園
出
金
詔
書
を
賀
く
歌
」
。
論
者
詮
)

の
誼
後
に
配
列
さ
れ
た
吉
野
行
幸
預
作
讃
歌
が
、
こ
の
長
反
歌
観

作
の
感
興
と
無
縁
で
あ
る
は
ず
が
な
い
。
預
作
讃
歌
は
、
く
が
ね
の
長
反
歌
と
根
源
を
等
し
う
し
、

お
そ
ら
く
は
、
問
時
に
椙
つ
い

で
形
成
さ
れ
た
も
の
に
ち
が
い
な
い
の
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
歌
の
制
作
月
日
に
つ
い
て
は
、
日
門
じ
伊
藤
博
氏
の
『
釈
注

九
』
が
、

「
右
」
は
四

O
九
八
以
下
を
さ
す
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

と
述
べ
、
自
ら
の
論
文
の
見
解
を
訂
正
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
『
釈
注
』
で
は
、
伊
藤
論
文
同
様
に
、



こ
の
儲
作
讃
歌
が
前
の
謡
畳
一
闘
を
留
一
く
長
反
歌
四

O
九
四
(
}
七
に
連
動
し
て
の
詠
で
あ
る

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
小
野
寛
氏
「
家
持
と
睦
奥
国
出
金
詔
書
L

(

『
大
伴
家
持
研
究
』
所
収
。
初
出
「
大
持
家
持
と
陸
奥
闇
出
金

『
国
語
菌
文
論
集
』

一、

一
九
七

一
一
一
月
)
も
、
こ
の
歌
に
つ
い
て
、

そ
れ
は
「
陸
奥
田
出
出
金
詔
書
L

に
よ
っ
て
目
覚
め
さ
せ
ら
れ
た
皇
統
讃
美
意
識
の
落
と
し
子
で
あ
っ
た
の
だ
。

と
述
べ
、
「
陸
奥
田
出
金
詔
書
を
賀
く
歌
」
制
作
に
お
い
て
見
出
さ
れ
た
皇
統
讃
美
意
識
の
発
露
を
、
こ
の
歌
の
中
に
も
見
出
そ
う
と
し
て

、
A

I

〉

0

・わuw
v
d
k
ζこ

う
し
た
先
学
に
導
か
れ
て
、
本
論
と
し
て
も
、
高
前
に
配
列
さ
れ
た
「
陸
奥
国
出
金
詔
書
を
賀
く
歌
L

と
の
関
り
を
考
慮
し
て
論
を

進
め
た
い
。
ま
た
、

一
方
で
、
本
論
と
し
て
は
、
作
歌
状
況
の
推
察
に
よ
っ
て
歌
の
読
み
を
規
定
し
て
行
く
こ
と
に
も
ま
し
て
、
当
該
歌

の
表
現
と
構
成
の
分
析
を
と
お
し
て
、
こ
の
歌
な
り
の
皇
一
統
讃
美
の
あ
り
ょ
う
を
把
握
す
る
こ
と
に
意
を
注
ぎ
た
い
。

「
儲
作
」

に
つ
い
て

当
該
歌
の
表
現
の
分
析
に
先
立
っ
て
、

ま
ず
最
初
に
、
題
詩
に
あ
る
「
儲
作
L

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
小
野
寛
氏
「
家
持
予
作
歌
の

形
成
と
背
景
」
(
吋
大
伴
家
持
研
究
』
所
収
。
初
出
「
大
伴
家
持
予
作
歌
の
形
成
と
背
景
」
吋
万
葉
集
を
学
ぶ

第
八
集
ヘ

一
九
七
八
年

月

は
、
「
議
作
」
「
預
作
L

と
「
儲
作
」
と
が
同
義
で
あ
る
と
す
る
通
説
に
疑
問
を
呈
し
、
「
譲
作
」
「
預
作
」
と
記
さ
れ
た
歌
と
「
依

飽
(
歌
」
と
が
重
な
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、

家
持
の
予
作
歌
に
は

一
つ
の
場
合
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

一
つ
は
、

は
っ
き
り
目
的
が
あ
っ
た
。
将
来
の
、
あ
る
日
の
た
め
に
、

北
大
文
学
研
究
科
紀
要

139-



大
伴
家
持
の
吉
野
行
幸
儀
作
歌

あ
ら
か
じ
め
用
意
を
し
て
お
い
た
の
で
あ
る
。
や
が
て
来
る
そ
の
日
に
歌
う
た
め
に
、
作
っ
て
お
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
家
持
は
、

寺
岱

「
:
:
:
の
為
に
髄
け
て
作
る
」
と
題
し
た
。
も
う
一
つ
は
、
そ
の
歌
を
披
露
す
る
目
的
は
な
か
っ
た
。
そ
の
歌
を
作
る
こ
と
に
興
味
が

あ
っ
た
。
今
は
そ
の
時
で
は
な
く
、
そ
の
場
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
時
そ
の
場
に
い
る
気
分
で
歌
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
依

興
歌
」
で
あ
る
。
歌
う
こ
と
に
「
興
L

が
あ
り
、
や
が
て
披
露
す
べ
き
そ
の
症
の
為
に
と
い
う
意
識
は
な
い
の
で
あ
る
。
(
傍
線
論
者
)

と
述
べ
て
い
る
。
小
野
論
文
の
指
摘
す
る
よ
う
な
「
儲
作
歌
L

と
「
依
輿
歌
」
と
の
関
の
違
い
を
、
ど
れ
だ
け
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
か

に
つ
い
て
は
、
少
々
疑
問
が
あ
る
が
、
「
儲
作
歌
」
を
将
来
の
あ
る
日
の
た
め
に
用
意
し
て
お
い
た
歌
で
あ
る
と
す
る
把
握
は
妥
当
な
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
、
集
中
の
「
儲
作
」
の
例
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
そ
れ
に
よ
り
、
「
将
来
の
、
あ
る
日
」
(
小
野
論
文
)

に
も
う
少
し
具
体
的
な

140 

輪
郭
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
「
舘
作
」
と
記
さ
れ
た
集
中
例
は
、

つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る

(
歌
も
あ
わ
せ
て
挙
げ
る
)
。

見
ま
く
欲
り
為
L
問
レ
京
之
時
見
ニ
貴
人
〕
及
相
ニ
美
人
一
飲
宴
之
日
上
述
ν
懐
儲
作
歌
ニ

鰻
か
げ

思
ひ
し
な
へ
に

か
ぐ
は
し
君
を

相
見
つ
る
か
も

沼
田
一
二

O
)

朝
参
の

君
が
姿
を

見
、
ず
久
に

部
に
し
住
め
ば

五
口
れ
恋
ひ
に
け
り

ヱ王

は
し
き
よ
し

妹
が
姿
を

四

問
題
五
月
廿
八
日
大
伴
宿
祢
家
持
作
之

為
レ
応
ν

詔
髄
作
歌
一
首
弁
短
歌

あ
し
ひ
き
の

八
つ
峰
の
上
の

つ
が
の
木
の

い
や
継
ぎ
継
ぎ
に

松
が
根
の

絶
ゆ
る
こ
と
な
く

あ
を
に
よ
し

奈
良
の
都

万
代
に

間
知
ら
さ
む
と

や
す
み
し
し

我
が
大
君
の

神
な
が
ら

思
ほ
し
め
し
て

豊
の
窓
買

見
す
今
日
の
日
は

も

の
の
ふ
の

八
十
伴
の
男
の

島
山
に

赤
る
構

う
ず
に
刺
し

組
解
き
放
け
て

千
年
寿
き

寿
き
と
よ
も
し

ゑ
ら
ゑ
ら
に



仕
へ
奉
る
を

見
る
が
貴
さ

(
四
四
ニ
六
六
)

反
歌

の

御
代
万
代
に

か
く
し
こ
そ

見
し
明
ら
め
め

立
つ
年
の
は
に

(
回
二
六
七
)

右
一
一
首
大
伴
宿
祢
家
持
作
之

ま
ず
最
初
に
、

ふ
た
つ
め
の
用
例
の
四
一
一
六
六
歌
の
題
調
に
は
「
応
ν

詔
し
と
あ
り

回
二
六
六
歌
に
は

の
宴
L

と
あ
る
。
天

の
主
催
す
る

の
宴
」
と
い
う
き
わ
め
て
公
的
な
「
場
」
が
こ
の
歌
に
は
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
ひ
と
つ
め
の
四
一
二

O
歌
題

謂
の
「
貴
人
」
は
、
高
貴
な
男
性
を
表
わ
す
こ
と
が
一
般
的
だ
が
、
吋
釈
注
』
は
、

さ
ら
に
、

こ
の
「
貴
人
L

は
、
表
面
は
都
の
高
貴
な
男
性
に
対
す
る
不
定
称
と
い
っ
て
よ
い
。
だ
が
、
前
の
橘
讃
歌
(
四
一
一
一

i
一
一
)
な
ど

男
女
の
別
な
く
容
姿
端
麗
な
人
を
い
い
、

ま
た
才
徳
優
れ
た
人
に
も
い
う
。

141-

の
関
連
か
ら
見
て
、
実
際
に
は
左
大
臣
正
一
位
構
諸
兄
を
意
識
し
て
い
る
も
の
に
相
違
あ
る
ま
い
。

と
述
べ
て
い
る
。
「
美
人
L

は
、
『
新
全
集
』
に
よ
れ
ば
、

こ
と
に
な
り
、
こ
ち
ら
に
つ
い
て
も
、
宮
廷
の
中
粧
の
お
も
だ
っ
た
人
物
の
出
席
す
る
、
あ
ら
た
ま
っ
た
宴
の
席
が
想
定
で
き
る
。

つ
ま

り
、
集
中
の
「
儲
作
」
と
記
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
は
、

か
な
り
公
的
な
「
場
L

が
想
定
さ
れ
る
と
一
一
一
一
問
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
「
儲
作
L

の
用
例
は
見
て
の
と
お
り
、
家
持
の
用
例
に
間
限
定
さ
れ
る
。
こ
こ
に
、
家
持
に
よ
る
作
歌
の
ひ
と
つ
の
方
法
の
存

在
が
想
起
さ
れ
よ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
吋
古
義
』
は
、

は
や
く
に
、

儲
作
と
云
こ
と
、
集
中
に
往
々
見
え
た
り
、
其
ノ

の
た
し
な
み
あ
さ
か
ら
ざ
り
し
こ
と
、
思
ひ
や
る
べ
し

と
述
べ
て
い
た
。
こ
の
『
古
義
』
の
指
摘
に
従
い
、
「
儲
作
L

と
い
う
作
歌
の
営
み
の
な
か
に
、
将
来
の
公
的
な
「
場
」
で
歌
を
詠
み
上
げ

北
大
文
学
研
究
科
紀
婆



大
伴
家
持
の
吉
野
行
幸
儲
作
歌

る
呂
的
を
持
っ
て
作
歌
す
る
、

と
い
う
家
持
の
方
法
を
見
定
め
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

吉
野
行
幸
従
駕
歌
に
つ
い
て

さ
て
、
当
該
歌
の
場
合
、

そ
の
将
来
の
公
的
な
場
は
、
題
詞
に
あ
る
よ
う
に
吉
野
離
宮
へ
の
行
幸
な
の
で
あ
る
が
、

に
見
ら

れ
る
そ
の
吉
野
行
幸
従
駕
歌
の
流
れ
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

そ
の
流
れ
は
、
周
知
の
通
り
、
人
麻
呂
の
「
吉
野
讃
歌
L

(

巻

-
一
一
一
六
{
)
三
七
、

三
八

1
一
一
一
九
歌
)
に
始
ま
る
。
そ
し
て
、

そ
の
人
麻

呂
「
吉
野
讃
歌
」
か
ら
実
に

一
年
ぶ
り
の
吉
野
行
幸
が
、
養
老
七
年
五
月
の
元
正
天
皇
に
よ
る
吉
野
行
幸
で
あ
り
、

そ
の
お
り
の
行

幸
従
駕
歌
が
、

い
わ
ゆ
る

の
吉
野
讃
歌
」
(
巻
六
巻
頭
)
で
あ
っ
た
。
こ
の
行
幸
と
「
養
老
の
吉
野
讃
歌
L

に
つ
い
て
、
伊

142 

藤
博
氏
「
奈
良
朝
宮
廷
歌
巻
」
(
『
万
葉
集
の
構
造
と
成
立

上
』
所
収
。
初
出

八

O
、
一
九
七
ニ
年
九
丹
)
は

笠
金
村
の
吉
野
讃
歌
が
、
人
麻
呂
以
来
三
十
数
年
ぶ
り
に
、
突
如
と
し
て
登
場
し
た
の
は
、

ま
さ
に
、
右
に
見
た
養
老
五
(
}
六
年
が

明
け
た
「
養
老
七
年
L

、
聖
武
即
位
の
九
笛
月
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
白
鳳
皇
統
に
と
っ
て
の
多
年
の
念
顕
で
あ
る
天
武
再
来
の
天
子

が
今
や
実
現
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
実
質
的
に
そ
の
新
天
子
の
高
ら
か
な
歩
み
が
踏
み
出
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
き
、
白
鳳
宮
廷
讃
歌

の
生
ま
れ
か
わ
り
で
あ
る
金
村
の
天
平
宮
廷
讃
歌
が
出
現
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
聖
武
に
か
け
る
天
平
宮
廷
の
、
あ
る
い
は

示
威
の
、
あ
る
い
は
願
望
の
表
現
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
年
次
、
場
面
、
内
容
、

ど
こ
か
ら
見
て
も
、
金
村
の
吉
野
讃
歌
は
、
自
鳳
的

古
代
に
対
す
る
真
に
新
た
な
る
時
代
の
開
始
を
告
げ
る

J
衣
現
。
の
暁
鐘
で
あ
っ
た
。

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
行
幸
の
と
き
の
詠
か
と
も
左
注
に
記
さ
れ
る
車
持
千
年
の
歌
(
九
一
三

1
九

六
歌
)
が
、

お
な
じ
巻
六



に
配
列
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
の
聖
武
天
皇
の
吉
野
行
幸
従
駕
歌
は
ど
う
か
。
神
亀
二
年
五
月
行
幸
時
の
金
村
歌
(
九
二

0
1九
二
二
歌
)
・
赤
人
歌
(
九
二
三

{
)
九
二
五
歌
)
、
天
平
八
年
六
月
行
幸
持
の
赤
人
歌
(
一

O
O五
・
一

O
O六
歌
)

の
存
在
が

巻
六
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
天
平
八
年
六
月
以
降
の
吉
野
行
幸
の
記
事
は
、
『
続
日
本
紀
』
に
も
見
ら
れ
な
い
。

つ
ま
り
、
天
平
八
年
以
来
の
十
三
年

の
間
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
吉
野
行
幸
が
、
こ
の
歌
に
お
い
て
突
然
想
起
さ
れ
、

そ
の
行
幸
の
お
り
の
儲
作
歌
が
詠
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
わ
か
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
前
掲
小
野
氏
「
家
持
予
作
歌
の
形
成
と
背
景
L

は、

こ
の
十
一
一
一
年
間
一
度
も
な
か
っ
た
吉
野
行
幸
を
、
こ
の
時
突
然
予
期
さ
せ
た
の
は
、
こ
の
年
に
出
た
宣
命
「
陸
奥
国
に
金
一
を
出
だ
す

と
述
べ
、
吉
野
行
幸
と
「
躍
奥
田
に
金
を
出
だ
す
詔
書
一
」
と
の
関
連
を
推
察
す
る
。
そ
の
う
え
で
、

さ
ら
に
、
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に
無
関
係
で
は
あ
り
え
な
い
。

吉
野
行
幸
は
家
持
の
幻
想
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
、
こ
の
時
点
で
、
家
持
に
た
し
か
に
吉
野
行
幸
に
思
い
宝
ら
せ
る
も
の
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
/
そ
れ
は
、
陸
奥
田
出
出
金
宜
命
と
、
聖
武
天
皇
即
位
宣
命
の
類
似
で
あ
る
。
出
金
宣
命
の
前
半
の
こ

と
ば
は
聖
武
即
位
笠
命
と
全
く
等
し
い
。
/
神
亀
元
年
(
七
二
四
)
聖
武
天
皇
即
位
の
年
、
家
持
は
七
、

八
識
の
少
年
で
あ
っ
た
。
少

年
の
自
に
焼
き
つ
い
て
い
た
そ
の
即
位
の
あ
り
さ
ま
が
、
今
よ
み
が
え
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
宜
命
に
引
き
続
い
て
大
規
模
な
叙
位

任
官
が
あ
っ
た
。
そ
れ
も
今
問
じ
い
。
そ
し
て
吉
野
行
幸
が
に
ぎ
に
ぎ
し
く
行
な
わ
れ
た
の
だ
っ
た
。
今
回
も
吉
野
行
幸
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
家
持
は
そ
れ
を
は
っ
き
り
と
予
測
し
た
の
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
指
掘
は
、
家
持
の
心
情
の
推
測
に
依
拠
す
る
だ
け
に
、
す
ぐ
さ
ま
従
い
が
た
い
点
が
あ
る
の
を
否
め
な
い
が
、
果
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大
伴
家
持
の
吉
野
行
幸
儲
作
歌

た
し
て
、
「
出
金
宜
命
の
前
半
の
こ
と
ば
は
聖
武
即
位
宜
命
と
全
く
等
し
い
O

L

と
い
う
指
摘
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
長
く
な
る
が
、
こ
こ
で

は
、
正
確
な
両
者
の
比
較
が
求
め
ら
れ
る
だ
け
に
、
『
続
日
本
紀
』
に
載
る
両
者
を
掲
げ
る
。

従
一
一
一
位
中
務
郷
石
上
朝
臣
乙
麻
呂
出
回
一
ら
く
、
「
現
神
と
御
宇
倭
根
子
天
皇
が
詔
旨
ら
ま
と
宮
一
り
た
ま
ふ
大
命
を
、

河
口
宮
人
等
、
天
下
公
民
、
衆
開
き
た
ま
へ
と
宣
る
。
高
天
原
ゆ
天
障
り
坐
し
し
天
皇
が
御
世
を
始
め
て
、
中
・

-
諸
王
る
ま
で
に
、

皇
が
御
世
御
世
、
天
日
嗣
高
御
産
に
坐
し
て
治
め
賜
ひ
恵
び
賜
ひ
来
る
食
間
天
下
の
業
と
な
も
、
神
な
が
ら
も
念
し
行
さ
く
と
宜
り
た

ま
ふ
大
命
を
、
衆
聞
き
た
ま
へ
と
宣
る
。
か
く
治
め
賜
ひ
恵
び
賜
ひ
来
る
天
日
嗣
の
業
と
、
今
皇
朕
が
御
世
に
当
り
て
坐
せ
ば
、
天
地
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の
心
を
労
し
み
重
し
み
辱
み
恐
み
坐
す
に
、
聞
こ
し
め
す
食
国
の
東
の
方
陸
奥
閣
の
小
田
郡
に
金
出
で
た
り
と
奏
し
て
進
れ
り
。
此
を

念
せ
ば
、
種
々
の
法
の
中
に
は
、
仏
の
大
御
言
し
国
家
護
る
が
た
に
は
勝
れ
た
り
と
聞
こ
し
召
し
て
、
食
国
天
下
の
諸
国
に
最
勝
王
経

を
坐
せ
、
虚
合
那
仏
化
り
奉
る
と
し
て
天
に
坐
す
神
・
地
に
坐
す
祇
を
祈
祷
り
泰
り
、
技
け
ま
く
も
畏
き
遠
き
我
が
皇
天
皇
が
御
世
を

始
め
て
拝
み
仕
へ
奉
り
衆
人
を
い
ざ
な
ひ
率
ゐ
て
仕
へ
奉
る
心
は
、
檎
息
み
て
善
く
な
り
危
き
変
り
て
全
く
平
が
む
と
念
ひ
て
仕
へ
奉

る
間
に
、
衆
人
は
成
ら
じ
か
と
疑
ひ
、
朕
は
金
少
け
む
と
念
し
憂
へ
つ
つ
在
る
に
、
一
一

の
勝
れ
て
神
し
き
大
御
言
の
験
を
蒙
り
、
天

に
坐
す
神
・
地
に
坐
す
神
の
相
う
づ
な
ひ
奉
り
さ
き
は
へ
奉
り
、

ま
た
天
皇
が
御
霊
た
ち
の
恵
び
賜
ひ
揮
で
賜
ふ
事
に
依
り
て
顕
し
示

し
給
ふ
物
に
在
る
ら
し
と
念
し
召
せ
ば
、
受
け
賜
は
り
歓
び
、
受
け
賜
は
り
貴
び
、
進
み
も
知
ら
に
退
き
も
知
ら
に
、
夜
日
畏
恐
り
念

せ
ば
、
天
下
を
撫
で
窓
び
賜
ふ
事
、
理
に
坐
す
君
の
御
代
に
当
り
て
在
る
べ
き
物
を
、
拙
く
た
づ
か
な
き
朕
が
時
に
顕
し
示
し
給
へ
れ

ば
、
辱
み
慌
し
み
な
も
念
す
。
開
廷
を
以
て
朕
一
人
や
は
費
き
大
き
瑞
を
受
け
賜
は
ら
む
、
天
下
と
共
に
頂
き
受
け
賜
は
り
歓
ぶ
る
し
理

に
在
る
べ
し
と
、
神
な
が
ら
も
念
し
坐
し
て
な
も
、
衆
を
恵
び
賜
ひ
治
め
賜
ひ
御
代
の
年
号
に
字
加
へ
賜
は
く
と
笠
り
た
ま
ふ
天
皇
が



大
命
を
、
衆
開
き
た
ま
へ

る
。
辞
別
き
て
宣
り
た
ま
は
く
、
大
神
宮
を
始
め
て
諸
神
た
ち
に
御
戸
代
奉
り
、
諸
祝
部
治
め
賜
ふ
。

ま
た
寺
々
に
墾
田
の
地
許
し
奉
り
、
信
網
を
始
め
て
衆
の
僧
尼
敬
ひ
開
ひ
、
治
め
賜
ひ
、
新
し
く
造
れ
る
寺
の
寺
と
成
す
べ
き
は
官
寺

と
成
し
賜
ふ
。
大
御
陵
守
り
仕
へ
奉
る
人
等
二
治
め
賜
ふ
。
ま
た
御
世
御
世
に
当
り
て
天
下
泰
し
賜
ひ
国
家
護
り
仕
へ
奉
る
事
の
勝

れ
た
る
毘
た
ち
の
侍
る
所
に
は
、
表
を
置
き
て
、
天
地
と
共
に
人
に
侮
し
め
ず
、
械
さ
し
め
ず
治
め
賜
へ
と
宜
り
た
ま
ふ
大
命
を
、
衆

る
。
ま
た
天
日
嗣
高
御
座
の
業
と
坐
す
事
は
、
進
み
て
は
控
け
ま
く
も
畏
き
天
皇
が
大
御
名
を
受
け
賜
は
り
、
退
て

開
き
た
ま
へ

は
は
は
大
御
祖
の
御
名
を
蒙
り
て
し
食
国
天
下
を
ば
塩
川
で
賜
ひ
窓
び
賜
ふ
と
な
も
神
な
が
ら
も
念
し
坐
す
。
是
を
以
て
王
た
ち
大
臣
の

は
は
に
仕
へ
奉
る
に
は
在
る
べ
し
。
し
か
の
み
に
あ
ら
、
ず
、
桂
け
ま
く
も
畏
き
近
江

大
津
宮
に
大
八
嶋
聞
知
ら
し
め
し
し
天
皇
が
大
命
と
し
て
、
奈
良
宮
に
大
八
洲
関
知
ら
し
め
し
し
我
が
皐
天
皇
と
御
世
重
ね
て
朕
に
賞

り
た
ま
ひ
し
く
、
「
大
臣
の
都
世
重
ね
て
明
き
浄
き
、
む
を
以
て
仕
へ
奉
る
撃
に
依
て
な
も
工
人
目
嗣
は
平
け
く
安
け
く
関
こ
し
召
し
来
る
。

子
等
治
め
賜
ふ
い
し
、
天
皇
が
朝
に
仕
へ
泰
り
、

此
の
辞
忘
れ
給
ふ
な
。
奔
て
給
ふ
な
L

と
官
一
り
た
ま
ひ
し
大
命
を
受
け
賜
は
り
恐
り
、
汝
た
ち
を
恵
び
賜
ひ
治
め
賜
は
く
と
宜
り
た
ま
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ふ
大
命
を
、
衆
開
き
た
ま
へ

る
。
又
三
国
真
人
・
石
川
朝
臣
・
鴨
朝
臣
・
伊
勢
大
鹿
首
ど
も
は
、
治
め
賜
ふ
べ
き
人
と
し
て
な
も

簡
ひ
賜
ひ
治
め
賜
ふ
。
ま
た
察
犬
養
橘
夫
人
の
天
皇
が
御
世
重
ね
て
明
き
浄
き
心
以
て
仕
へ
奉
り
、
皐
朕
が
締
役
に
当
り
て
も
怠
り
緩

し
か
の
み
に
あ
ら
ず
、
祖
父
大
臣
の
殿
門
荒
し
織
す
事
元
く
守
り
つ
つ
在
ら
し
事
、
い
そ
し
み
う
む
が
し

ふ
事
無
く
助
け
仕
へ
奉
り
、

み
忘
れ
給
は
ず
と
し
て
な
も
孫
等
一
一
一
治
め
賜
ふ
。
ま
た
大
臣
と
し
て
仕
へ
泰
へ
る
佳
た
ち
の
子
等
、
男
は
仕
へ
奉
る
状
に
随
ひ
て
種
々

治
め
賜
ひ
つ
れ
ど
も
、
女
は
冶
め
賜
は
ず
。
日
追
を
以
て
念
せ
ば
、
男
の
み
父
の
名
負
ひ
て
女
は
い
は
れ
ぬ
物
に
あ
れ
や
、
立
双
び
仕
へ

奉
る
し
理
に
在
り
と
な
も
念
す
。
父
が
か
く
し
ま
に
在
れ
と
念
ひ
で
お
も
ぶ
け
教
へ
け
む
事
過
た
や
す
失
は
ず
家
門
荒
さ
ず
し
て
天
皇
が

朝
に
仕
へ
奉
れ
と
し
て
な
も
汝
た
ち
を
治
め
賜
ふ
。
:
:
:
(
宜
命
第
十
三
詔
)
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大
伴
家
持
の
士
口
時
刊
行
幸
儀
作
歌

詔
し
て
臼
は
く
、
「
現
神
と
大
八
洲
知
ら
し
め
す
倭
根
子
天
皇
が
詔
冒
ら
ま
と
勅
り
た
ま
ふ
大
命
を
親
王
・
諸
王
・

天
下
公
民
、
衆
開
き
た
ま
へ
と
宜
る
。
高
天
原
に
神
留
り
坐
す
皇
親
神
魯
岐
・
神
魯
美
命
の
、
五
口
孫
の
知
ら
さ
む
食
国
天
下
と
、
よ
さ

四
方
食
国
天
下
の
政
を
、
弥
高
に
弥
広
に
天
日
嗣
と
高
御
鹿
に
坐
し
て
、
大
八
嶋
田
出

-
百
宮
人
等
、

し
奉
り
し
ま
に
ま
に
、
高
天
原
に
事
は
じ
め
て
、

知
ら
し
め
ず
倭
根
子
天
皇
の
大
命
に
坐
せ
諮
り
た
ま
は
く
、
「
此
食
国
天
下
は
、
掛
け
ま
く
も
裂
き
藤
館
宮
に
、
天
下
知
ら
し
め
し
し
、

み
ま
し
の
父
と
坐
す
天
皇
の
、

み
ま
し
に
賜
ひ
し
天
下
の
業
L

と
、
詔
り
た
ま
ふ
大
命
を
、
開
き
た
ま
へ
恐
み
受
賜
り
懐
り
坐
す
事
を
、

衆
間
関
き
た
ま
へ
と
宣
る
。
「
か
く
賜
へ
る
時
に
、
み
ま
し
親
王
の
齢
の
弱
き
に
、
荷
重
き
は
堪
へ
じ
か
と
、
念
し
坐
し
て
、
皇
祖
母
と
坐

し
し
、
掛
け
ま
く
も
喪
き
我
皇
天
皇
に
授
け
奉
り
き
。
此
に
依
り
て

の
平
城
大
宮
に
現
御
神
と
坐
し
て
、
大
八
嶋
田
知
ら
し
め
し
て
、

く
も
間
交
き
淡
海
大
津
宮
に
御
宇
し
し
倭
根
子
天
皇
の
、
万
世
に
改
る
ま
し
じ
き
常
の
典
と
、

て
賜
ひ
敷
き
賜
へ
る
法
の
随
に
、
後
遂
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に
、
此
の
天
日
間
制
高
御
醸
の
業
食
間
天
下
の
政
を
、
朕
に
授
け
賜
ひ
譲
り
溺
ひ
て
、
教
へ
賜
ひ
詔
り
賜
ひ
つ
ら
く
、
『
控
け
ま

に
は
我
子
に
、
さ
だ
か
に
む
く
さ
か
に
、
過
つ
事
無
く
授
け
賜
へ
』
と
、
負
せ
賜
ひ
詔
り
賜
ひ
し
に
、
坐
す
関
に
去
年
の
九
月
、
天
地

の
既
へ
る
大
き
瑞
物
顕
れ
来
り
。
又
四
方
の
食
国
の
年
実
景
に
、
む
く
さ
か
に
得
た
り
と
見
賜
ひ
て
、
神
な
が
ら
も
念
し
行
す
に
、
う

っ
し
く
も
、
皇
朕
が
御
世
に
当
り
て
、
顕
見
る
る
物
に
は
在
ら
じ
。
今
嗣
ぎ
坐
さ
む
御
世
の
名
を
記
し
て
、
誌
へ
来
り
て
顕
れ
来
る
物

に
在
る
ら
し
と
念
し
坐
し
て
、
今
神
亀
の

座
食
間
天
下
の
業
を
普
が
子
み
ま
し
王
に
、
授
け
賜
ひ
譲
り
賜
ふ
L

と
詔
り
た
ま
ふ
天
皇
が
大
命
を
、
市
出
に
受
け
賜
り
恐
み
持
ち
て
、

一
字
を
御
世
の
年
名
と
定
め
て
、
養
老
八
年
を
改
め
て
、
神
亀
元
年
と
し
て
、
天
日
嗣
高
御

辞
び
啓
さ
ば
天
皇
が
大
命
恐
み
、
被
賜
り
仕
へ
奉
ら
ば
拙
く
劣
く
て
知
れ
る
こ
と
無
し
。
進
む
も
知
ら
に
退
く
も
知
ら
に
、
天
地
の
心

の
情
も
辱
み
塊
し
み
な
も
、
神
な
が
ら
念
し
坐
す
。
故
、
親
王
等
を
始
め
て
王
た
ち
臣
た
ち
汝
た
ち
、
清
き
明

も
労
く
重
し
く
、

き
正
し
き
護
き
心
を
以
て
、
皇
が
朝
を
あ
な
な
ひ
扶
け
奉
り
て
、
天
下
の
公
民
を
奏
し
賜
へ
と
詔
り
た
ま
ふ
命
を
、
衆
開
き
た
ま
へ
と



出
回
一
る
。
辞
別
け
て
詔
り
た
ま
は
く
、
遠
皐
掘
の
御
世
を
始
め
て
、
中
・
今
に
至
る
ま
で
、
天
臼
嗣
と
高
御
座
に
坐
し
て
、
此
の
食
間
天

下
を
撫
で
賜
ひ
慈
し
び
賜
は
く
時
々
状
々
に
従
ひ
て
、
治
め
賜
ひ
慈
し
び
賜
ひ
来
る
業
と
、
神
な
が
ら
念
し
行
す
。
是
を
以
て
先
づ
天

下
を
、
慈
し
び
賜
ひ
治
め
賜
は
く
、
天
下
に
大
赦
す
。
内
外
の
文
武
の
職
事
及
び
五
位
己
上
父
の
後
と
あ
る
者
に
は
、
勲
一
級
を
授
く
。

石
、
八
十
日
上
、
井
に
響
独
の
自
存
す
る
こ
と
能
は
ぬ
者
に
は
五
斗
を
賜
へ
。

孝
子
・
順
孫
・
義
夫
・
節
婦
は
、
成
く
門
閣
に
表
し
て
、
身
を
終
ふ
る
ま
で
事
勿
か
ら
し
め
よ
。
天
下
の
兵
士
は
今
年
の
調
の
半
を
減

高
年
百
歳
己
上
に
は
穀
一
石
九
斗
、
九
十
巳
上
に
は

し
、
京
畿
は
悉
く
免
す
。
ま
た
宮
々
に
仕
へ
奉
る
韓
人
部
一
一
一
人
に
、
そ
の
負
ひ
て
仕
へ
奉
る
べ
き
姓
名
賜
ふ
。
ま
た
百
宮
の
宮
人
、

及
び
京
下
の
借
用
に
、
大
御
子
物
取
し
賜
ひ
治
め
賜
は
く
と
詔
り
た
ま
ふ
天
皇
が
御
命
を
、
衆
開
き
た
ま
へ
と
宣
る
L

と
の
た
ま
ふ
。

(
宣
命
第
五
詔
)

右
に
見
る
よ
う
に
、
両
者
の
文
書
を
対
照
し
て
み
て
、
一
語
句
は
重
な
る
も
の
の
、
決
し
て
「
全
く
等
し
い
L

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
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ま
た
、
個
々
の
用
語
に
し
て
も
、
こ
の
ニ
つ
の
宜
命
だ
け
に
限
ら
れ
る
も
の
で
も
な
い
。
陸
奥
田
出
金
管
一
命
に
触
れ
た
家
持
が
袈
武
即
位

安
一
命
を
想
起
し
た
と
す
る
主
張
は
、

そ
れ
が
家
持
の
心
中
の
こ
と
が
ら
に
属
す
る
だ
け
に
な
か
な
か
特
定
す
る
こ
と
が
難
し
い
だ
ろ
う
。

可
能
性
が
全
く
無
い
と
は
勿
論
一
言
え
な
い
わ
け
だ
が
、
蓋
然
性
が
高
い
と
は
一
言
え
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

年
四
月
)

一
方
、
丸
山
蜂
苛
氏
「
万
葉
集
の
文
学
史

i
i
吉
野
讃
歌
の
展
相
|
|
」
(
勉
誠
社
『
古
代
文
学
講
鹿
8

を
掲
げ
、
分
析
を
ほ
ど
こ
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

万
葉
集
』
所
収
、

一
九
九
六

は
、
「
家
持
の
吉
野
讃
歌
ま
で
に
発
令
さ
れ
た
宣
命
の
一

特
徴
的
な
こ
と
は
、
文
武
天
皇
か
ら
始
ま
り
元
明
・
聖
武
・
孝
謙
天
皇
ま
で
に
至
る

の
即
位
に
際
し
て
宜
命
が
発
令
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
(
①
③
⑤
⑬
)
(
こ
の
番
号
は
、

の
そ
れ
ぞ
れ
の

の
却
位
由
民
一
命
を
指
し
て
い
る
。
論
者
注
)
。

い
い
か
え
れ
ば
、

北
大
文
学
研
究
科
紀
要



大
伴
家
持
の
吉
野
行
幸
儲
作
歌

の
郎
位
と
宜
命
と
は
、
い
わ
ば
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
宣
命
に
は
、
「
此
天
津
日
継
高
御
産
之
業
」
(
①
)
、

「
此
乃
天
津
臼
樹
高
御
座
示
坐
市
大
八
島
所
知
倭
摂
子
天
皇
乃
大
命
伝
・
:

L

(

⑤
)
な
ど
と
い
う
表
現
が
例
外
な
く
見
ら
れ
る
。
と
し

て
、
気
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
家
持
の
吉
野
讃
歌
が
、
孝
謙
天
皇
の
即
位
を
、

い
わ
ば
先
取
り
し
た
よ
う
な
位
寵
に
あ

る
と
い
う
こ
と
だ
。

家
持
当
該
歌
を
、
孝
謙
天
皇
部
位
を
先
取
り
し
た
も
の
と
す
る
こ
の
丸
山
論
文
は
、
「
陸
奥
田
出
出
金
詔
書
を
賀
く
歌
L

の
な
か
に
聖
武
天
皇

一
譲
位
・
孝
謙
天
皇
即
位
を
先
取
り
す
る
要
素
を
見
出
そ
う
と
す
る
鉄
野
昌
弘
氏
ョ
賀
睦
奥
国
出
金
詔
書
歌
』
詳
細
L
t万
葉
』

一
五
五
、

九
九
五
年
一
一
月
)
の
主
猿
と
並
べ
て
見
れ
ば
、
連
動
す
る
も
の
を
見
出
せ
そ
う
で
あ
り
、

そ
の
点
で
非
常
に
興
味
深
い
。
し
か
し
、
「
睦

英
国
出
金
詔
書
を
賀
く
歌
」
に
、
そ
う
し
た
孝
謙
天
皇
即
位
を
先
取
り
す
る
要
素
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
す
で
に
拙
稿
「
大
伴
家
持
の

題
奥
田
出
金
詔
章
一
闘
を
賀
く
歌
L

(

『
北
海
道
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
』

一
O
一
、
一
一

O
O
O年
九
月
)
に
お
い
て
確
認
し
た
。
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ま
た
、
こ
の
丸
山
論
文
の
分
析
に
は
、
蓋
然
性
に
欠
け
る
点
が
あ
る
よ
う
だ
。

つ
ま
り
、
丸
山
論
文
自
体
も
断
っ
て
い
る
よ
う
に
、
家

持
の
当
該
歌
ま
で
の
出
回
一
命
し
か
分
析
の
対
象
に
据
え
て
い
な
い
。
ま
た
、

の
即
位
と
由
民
一
命
と
は
、
い
わ
ば
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
O

L

と
述
べ
て
い
る
が
、
宣
命
は
必
ず
し
も
即
位
の
時
だ
け
に
現
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
、
『
続
紀
』
の
宜
命
を
調
べ
れ
ば
わ
か
る
。
さ

ら
に
、
「
天
津
田
継
L

「
高
御
座
」
と
い
う
表
現
も
、
即
位
の
時
だ
け
に
現
わ
れ
る
表
現
で
は
な
い
。
や
は
り
、
当
該
歌
に
「
孝
謙
天
皇
の

郎
位
を
、

い
わ
ば
先
取
り
し
た
よ
う
な
位
置
」
を
見
出
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
神
堀
忍
氏
「
家
持
作
『
為
幸
行
芳
野
離
宮
之
時
儲
作
歌
』
の
背
景
と
意
義
L

(

『
国
文
学
』
五

一
九
七
五
年
九
月
)
lま

家
持
の
胸
中
に
も
、
当
然
、
壬
申
の
乱
を
誇
り
と
す
る
火
が
燃
え
て
い
た
わ
け
で
、
賀
出
金
詔
書
を
契
機
に
、
賀
出
金
詔
書
歌
と
も

な
り
当
面
の
儲
作
歌
と
も
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
越
中
日
出
守
と
し
て
遠
く
都
を
離
れ
て
い
た
家
持
が
、
突
如
と
し
て
吉
野
行
幸
を
想



う
の
も
、
実
は
、
彼
の
構
神
の
内
奥
に
お
い
て
は
、

き
わ
め
て
自
然
な
展
開
に
し
た
が
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
む
し
ろ
、
克
明
朝
以
来

抑
圧
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
大
伴
一
族
の
誇
り
が
、
こ
の
時
、
家
持
に
よ
っ
て
素
荏
に
自
然
に
表
現
さ
れ
た
と
み
る
こ
と
こ
そ
肝
要
で

あ
る
。

と
述
べ
、
大
伴
氏
の
置
か
れ
た
政
治
的
状
況
か
ら
、
家
持
の
心
中
に
迫
ろ
う
、
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
集
中
に
は
大
伴
旅
人
の
吉
野
讃
歌

一
二
・
一
三
五

1
一
三
六
歌
)
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
歌
に
つ
い
て
考
察
す
る
村
山
出
氏
「
吉
野
の
讃
歌

i
i
i
性
格
と
意
義

i
i
」
(
『
奈

良
朝
前
期
万
葉
歌
人
の
研
究
』
所
収
。
初
出
「
大
伴
旅
人
の
吉
野
讃
歌
」
『
小
樽
商
科
大
学
人
文
研
究
』
八
二
、

九
九
一
年
八
月
)
で
も
、

越
中
国
在
任
中
の
家
持
が
「
輿
に
依
り
て
」
と
い
い
な
が
ら
、
な
ぜ
現
実
に
従
駕
の
可
能
性
の
な
い
吉
野
行
幸
を
想
定
し
、
預
作
歌

を
作
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
ま
た
ま
思
い
つ
い
て
、
文
学
的
な
興
が
わ
く
ま
ま
に
作
っ
た
と
い
う
の
で
は
あ
る
ま
い
。
家
持
の
讃

く
心
に
刻
ん
で
い
た
こ
と
は
、
父
の
旅
人
と
同
然
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
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勅
歌
が
父
旅
人
の
吉
野
讃
勅
歌
の
性
格
を
意
図
的
に
受
け
継
ぎ
、
家
持
も
ま
た
吉
野
が
大
伴
氏
に
と
っ
て
も
聖
地
で
あ
る
こ
と
を
深

と
述
べ
ら
れ
、
大
伴
氏
と
吉
野
と
の
関
わ
り
か
ら
論
じ
よ
う
と
す
る
。

な
ぜ
、
家
持
は
吉
野
行
幸
を
想
起
し
、
吉
野
行
幸
従
駕
の
儲
作
歌
を
詠
ん
だ
の
か
。
結
局
、
そ
れ
は
、
家
持
の
心
中
に
属
す
る
こ
と
が

ら
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
こ
れ
以
上
の
詮
索
は
不
可
能
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
儲
作
歌
を
歌
え
ば
、
人
麻
呂
、
金
村
・
赤
入
・
千

年
と
い
う
宮
廷
歌
人
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
て
来
た
吉
野
讃
歌
の
系
譜
上
に
自
ら
の
作
品
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
、
家
持
自

身
が
了
解
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
推
測
が
可
能
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
吉
野
讃
歌
は
、
右
に
触
れ
た
よ
う
に
、
家
持

の
父
旅
人
も
(
宮
廷
歌
人
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
て
来
た
吉
野
譲
歌
を
、
大
伴
旅
人
と
い
う
高
官
が
作
る
機
会
が
な
ぜ
あ
っ
た
の
か
と
い
う
疑

間
も
あ
る
の
だ
が
、

そ
れ
は
さ
て
お
き
)
詠
ん
で
い
た
。
そ
の
吉
野
讃
歌
の
系
譜
に
、
家
持
も
、
こ
の
儲
作
歌
を
詠
む
こ
と
に
よ
っ
て
つ

北
大
文
学
研
究
科
紀
要



大
伴
家
持
の
吉
野
行
幸
儲
作
歌

な
が
る
の
で
あ
る
。
亡
妻
挽
歌
の
系
譜
、
皇
子
挽
歌
の
系
譜
を
継
承
す
る
意
図
の
下
に
そ
れ
ぞ
れ
「
悲
傷
亡
妾
歌
」
「
安
積
皇
子
挽
歌
L

を

制
作
し
た
家
持
で
あ
れ
ば
、
こ
の
系
譜
の
継
承
が
企
図
さ
れ
た
こ
と
だ
け
は
確
か
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、
神
野
蕊
隆
光
氏
「
聖
武
朝
の
皇
統
意
識
と
天
武
神
話
化
L

(

吋
柿
本
人
麻
呂
研
究
』
所
収
。
初
出
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系

月

幸長

九

一
九
九

O
年
九
月
)

で
は
、

吉
野
は
天
武
王
朝
皇
統
意
識
へ
の
回
路
で
あ
っ
た

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
現
皇
統
を
讃
美
す
る
た
め
の
ひ
と
つ
の
手
段
と
し
て
、
吉
野
を
め
ぐ
る
讃
歌
が
有
効
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た

こ
と
も
、
想
像
に
難
く
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
、
少
し
先
取
り
す
る
か
た
ち
で
述
べ
る
な
ら
ば
、
当
該
吉
野
讃
歌
の
讃
美
の
表
現
は
、
こ
れ
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以
前
の
伝
統
の
表
現
と
は
少
し
異
な
っ
て
い
る
と
言
え
そ
う
だ
。
こ
の
点
は
後
に
詳
述
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

盟

「
我
ご
大
君
」

の
描
写

(
一
)
当
霊
歌
の
構
成
に
つ
い
て

当
該
歌
を
読
ん
で
行
く
う
え
で
の
地
な
ら
し
に
、
随
分
と
紙
数
を
費
や
し
た
が
、

さ
っ
そ
く
表
現
の
分
析
を
す
す
め
、
当
該
歌
の
構
成

と
皇
一
統
讃
美
の
方
法
そ
考
え
て
行
き
た
い
。

の
行
為
の
描
写
と
な
っ
て
お
り
、
長
歌
後
半
部
「
も
の
の

八
十
伴
の
男
も
L

以
降
が
臣
下
の
行
為
の
描
写
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
対
略
し
て
、
反
歌
の
方
も
、
第
二
世
包
囲

O
九

九
歌
が
「
我
ご
大
君
L

に
つ
い
て
の
描
写
、
第
二
首
四
一

O
O歌
が
目
下
に
つ
い
て
の
描
写
と
な
っ
て
い
る
。
清
原
和
義
氏
「
家
持

当
該
歌
は
、
長
歌
前
半
部
「
あ
り
通
ひ

見
し
た
ま
ふ
ら
し
」
ま
で
が

，b 

の



野
儲
作
歌
』
考
i
風
土
と
そ
の
賭
辺

l
L
(『
青
木
生
子
博
士
煩
寿
記
念
論
集

上
代
文
学
の
諸
相
』
所
収
、

一
九
九
一
一

一
二
月
)
も
、

人
麻
呂
や
赤
人
の
長
歌
の
構
成
に
較
べ
て
、
吉
野
儲
作
歌
は
、
天
皇
と
臣
下
と
の
行
動
が
裁
然
と
分
か
た
れ
て
表
現
さ
れ
て
い
る

と
述
べ
、
当
該
歌
の
構
成
の
特
徴
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
清
原
論
文
は
、
当
該
歌
の
こ
の
構
成
と
「
陸
奥
田
出
金
詔
書
を
賀
く
歌
L

と

の
関
り
を
考
え
、

詔
の
中
に
大
伴
氏
の
名
前
を
見
出
し
て
、
新
た
に
躍
認
し
た
天
皇
と
氏
と
の
関
係
を
、
長
歌
か
ら
反
歌
に
至
る
ま
で
、

-
臣
下
と
繰
り
返
す
波
動
に
よ
っ
て
裁
然
と
歌
っ
た
歌
と
言
え
よ
う
。

と
述
べ
て
い
る
。
私
は
、
前
掲
拙
璃
「
大
伴
家
持
の
陸
奥
田
出
金
詔
帯
一
習
を
賀
く
歌
」
に
お
い
て
、
「
陸
奥
爵
出
金
詔
帯
一
一
闘
を
賀
く
歌
」
に
、
毘

下
の
立
場
か
ら
聖
武
天
皇
に
対
し
て
捧
げ
ら
れ
た
新
た

て
と
し
て
の
性
格
を
見
出
し
て
お
い
た
。
「
陸
奥
田
出
金
詔
書
を
賀
く
歌
」

制
作
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
た
、

そ
う
し
た
天
皇
と
臣
下
と
の
関
係
の
把
握
が
、
当
該
吉
野
儲
作
歌
の
な
か
に
、
構
成
意
識
と
な
っ
て
現
わ

れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
は
、
大
変
貴
重
な
も
の
と
考
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
清
原
論
文
は
、

こ
の
自
ら
多
用
し
、
吉
野
儲
作
歌
で
は
長
歌
と
反
歌
と
に
二
度
に
わ
た
っ
て
用
い
て
い
る
「
も
の
の
ふ
の
八
十
」
に
よ
っ
て
臣
下
と

し
て
の
家
持
の
立
場
を
確
認
し
、
翻
っ
て
「
天
の
臼
鰐
」
の
讃
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
も
述
べ
て
い
る
が
、
「
毘
下
と
し
て
の
家
持
の
立
場
を
確
認
し
」
た
と
す
る
把
握
は
、
少
し
妥
当
性
を
欠
く
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

当
該
歌
で
は
、
「
我
ご
大
君
」
「
も
の
の
ふ
の

八
十
伴
の
男
(
氏
人
)
L

双
方
を
と
も
に
描
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
双
方
を
第
三
者
的
に
播

く
位
置
に
、
叙
述
の
主
体
が
寵
か
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
に
ふ
た
た
び
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

清
原
論
文
の
適
切
な
当
該
歌
の
構
成
の
把
握
に
導
か
れ
つ
つ
、
「
我
ご
大
君
L

「
も
の
の
ふ
の

八
十
伴
の
男
(
氏
人
)
」
双
方
を
第
一
一
一

北
大
文
学
研
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大
伴
家
持
の
吉
野
行
幸
儲
作
歌

的
に
描
く
そ
の
位
寵
か
ら
、
双
方
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
か
を
、
以
蜂
分
析
し
て
行
く
こ
と
に
し
た
い
。

(
一
一
)
長
歌
前
半
部

ま
ず
、
長
歌
前
半
部
の
文
脈
を
理
解
し
て
お
き
た
い
。
J
員
制
御
産

天
の
日
継
と

天
の
下

知
ら
し
め
し
け
る

皇
祖
の

神
の
命
の

畏
く
も

始
め
た
ま
ひ
で

貴
く
も

定
め
た
ま
へ
る
L

が
修
飾
部
と
な
り
、
「
み
吉
野
の

こ
の
大
宮
」
を
説
明
し
て
い
る
と
捉
え
ら
れ

る

「
こ
の
大
宮
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
、
『
全
集
』
は
、

と
述
べ
、

ま
た
、
吋
新
全
集
』
も
、
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コ
ノ
は
近
く
の
も
の
を
さ
す
指
示
語
。
吉
野
離
宮
に
お
い
て
詠
ん
だ
よ
う
に
歌
つ
で
あ
る
。

吉
野
離
宮
に
奉
仕
し
て
作
っ
た
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。

と
指
摘
し
た
。
当
該
歌
は
、
「
髄
作
歌
L

で
あ
る
わ
け
で
、
あ
ら
か
じ
め
作
っ
た
歌
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
に
、

そ
の
「
場
」
を
強
く
志

向
し
て
歌
が
詠
ま
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

で
は
、

そ
の
「
場
L

で
あ
る
行
幸
先
の
吉
野
離
宮
の
説
明
に
お
い
て
、
当
該
歌
で
は
、

ど
の
よ
う
な
表
現
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
以
下
、

そ
の
検
討
に
移
り
た
い
。

当
該
長
歌
は
、
「
高
御
座

天
の
日
継
L

と
い
う
表
現
に
よ
っ
て
始
ま
る
。
こ
こ
で
は
、

ま
ず
、

し
て
の
「
天
の
日
継
L

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

『
代
匠
記
』
(
初
稿
本
、

四
O
八
九
歌
の
条
)

は
、
早
く
に
、



あ
ま
の
ひ
っ
き
と
〉
は

天
照
大
神
よ
り
、
皇
統
の
絶
す
つ
〉
か
せ
た
ま
ふ
故
な
り
。

と
述
べ
て
い
た
。
ま
た
、
小
野
寛
氏
「
家
持
の
皇
統
讃
美
の
表
現

i
l
『
あ
ま
の
ひ
つ
ぎ
』
l
l
L
(
『
大
伴
家
持
研
究
」
所
収
。
初
出

上
代
文
学

第
二
部
ヘ

一
九
七
一
年
一
一
月
)
』ま

『
続
日
本
紀
』

祝
詞
の
、
「
天
日
嗣
」
(
ア
マ
ツ
ヒ
ツ

ギ
)
の
詳
細
な
調
査
を
お
こ
な
い
、

そ
の
「
ア
マ
ツ
ヒ
ツ
ギ
」
を
家
持
が
「
ア
マ
ノ
ヒ
ツ
、
ギ
」
と
歌
い
代
え
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し

て、

「
ア
マ
ツ
ヒ
ツ
、
ギ
」
と
い
う
一
訪
問
が
、
文
献
的
に
は
古
事
記
か
ら
祝
詞
・
宣
命
と
用
い
ら
れ
て
来
て
お
り
、
本
来
は
「
神
聖
な
る
継
承
L

の
意
を
、

ま
た
「
神
聖
な
る
継
承
者
」
と
い
う
意
を
一
不
す
語
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
そ
の
聖
な
る
継
承
を
讃
え
つ
つ
継
承
す
る
も
の
を

も
指
す
よ
う
に
な
り
、
全
く

-
帝
位
」
の
別
語
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
。
そ
れ
が
宜
命
の
三
十
例
の
調
査
と
、

記
紀
・
祝
詞
の
用
例
か
ら
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
小
野
論
文
は
、
当
該
家
持
歌
に
、

の
統
治
す
る
御
代
が
代
々
絶
え
る
こ
と
な
く
受
け
継
が
れ
て
来
た
こ
と

そ
の
方
法
は
人
麻
呂
・
赤
人
・
金
村
・
福
麻
呂
と
は
一
線
を
画
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
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を
述
べ
る
方
法
が
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
、

そ
の
特
徴
を
な
す
中
心
的
詩
句
が
「
ア
マ
ノ
ヒ
ツ
、
ギ
L

で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
家
持
の
讃
美
の
あ
り
方
を
考
え
る
う
え
で
、

こ
の
小
野
論
文
の
指
嬬
は
見
落
と
す
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
「
高
御
座
L

に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

集
中

一
に
収
め
ら
れ
て
い
る
次
の
歌
、

春
日
を
山
部
宿
部
赤
人
料
金
二
春
日
野
…
作
歌
一
首
井
短
歌

解
笠
乃
山
示

春
日
の
山
の

高
座
之

朝
さ
ら
ず

雲
印
刷
た
な
び
き

容
鳥
の

開
な
く
し
ば
鳴
く
:
:
:
(
3
一
ニ
七
二
)

北
大
文
学
研
究
科
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大
伴
家
持
の
吉
野
行
幸
儲
作
歌

高
按
之

一
笠
乃
山
伝

鳴
く
鳥
の

止
め
ば
継
が
る
る

恋
も
す
る
か
も
(
三
七
三
)

の

は

の
山
に
か
か
る
枕
諮
で
あ
る
が
、
こ
の
か
か
り
方
に
つ
い
て
、
『
代
一
位
記
』
(
初
構
本
)
は
、
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

高
く
ら
の
み
か
さ
の
山
と
は
、

の
高
僻
庫
の
上
に
蓋
を
か
け
ら
る
〉
ゆ
へ
に
、

み
か
さ
山
と
い
は
ん
と
て
、
高
く
ら
の
と
は
い

へ
り
。
高
み
く
ら
は
、
御
即
位
の
時
、
毎
年
正
月
元
日
と
、
蕃
客
輯
参
の
時
、
こ
れ
ら
に
大
極
殿
に
飾
ら
る
〉
を
申
な
り
。
(
傍
線
論

者
)

こ
れ
に
よ
り
、
一
一
一
七
二
歌
の
「
高
座
L

が、

の
御
産
す
な
わ
ち
「
高
御
鹿
L

を
表
わ
す
こ
と
が
わ
か
る
。
『
代
匠
記
』
は
続
け
て
、
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御
座
の
形
状
や
設
営
等
に
つ
い
て
、
第
十
五
内
蔵
寮
・
第
十
七
内
匠
寮
の
各
条
の
記
述
を
挙
げ
て
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
導
き

に
従
っ
て
、
い
ま
、
『
延
喜
式
』
第
十
七
内
置
寮
条
の
記
述
を
掲
げ
て
お
き
た
ば
。

凡
毎
年
元
正
。
前
一
日
官
人
率
二
木
工
長
上
雑
工
等
一
。
装
二
飾
大
極
殿
高
御
座
一
。
(
以
下
割
注
部
分
)
蓋
作
二
八
角
一
。
角
別
上
立
二
小

鳳
像
一
。
下
懸
以
ニ
玉
橋
一
。
毎
レ
部
懸
ニ
鏡
一
一
一
面
一
。
当
レ
頂
著
ニ
大
鏡
一
面
一
。
蓋
上
立
ニ
大
鳳
像
一
。
惣
賦
像
九
隻
。
鏡
廿
五
面
。
模
台
一

一
基
。
立
ニ
高
御
産
東
西
各
四
間
一
。

当
該
歌
の

J
高
御
座
L

の
形
状
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
わ
か
る
が
、
当
該
歌
に
お
い
て
は
、
単
に
そ
う
し
た
形
状
や
設
営
等
だ
け
で
は
な

い
把
握
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
『
続
日
本
紀
』
に
見
ら
れ
る
の
「
高
御
鹿
」
の
用
例
を
挙
げ
た
い

(
M
の
「
天
官
御
座
」
も
「
た
か

み
く
ら
L

と
訓
ま
れ
る
の
で
こ
れ
も
掲
げ
る
。
な
お
、

9
の
み
官
一
命
で
は
な
い
)
。

ー
:
:
:
此
天
津
田
嗣
高
御
産
之
業
止
(
宜
命
第
一
詔

2
:
:
:
天
皇
御
世
御
世
、
天
一
息
日
嗣
止
高
郷
庄
が
坐
商
(
第
一
一
一
詔

文
武
即
位
)
一
克
明
即
位
)



4 3 

弥天
高皇
弥締
広世
亡さi御
八 i世
日i

時!天
高18
御|開

場露
坐御
而座

古1

( 主任
第
五(
叩第
四呂

言自

和
銅
改
一
克
)

聖
武
即
位
・
神
亀
改
元
)

5
:
:
:
霊
亀
元
年
ぉ
此
乃
天
日
締
高
御
座
之
業
食
閏
天
下
之
政
乎
(
間
)

6
:
:
:
天
日
嗣
高
御
座
食
器
天
下
之
業
乎
(
同
)

7
・
:
・
:
天
日
嗣
止
高
御
鹿
部
坐
市
(
閤
)

8
・
:
:
・
皐
朕
高
御
鹿
部
坐
初
柚
(
第
七
詔
天
平
元
年
八
丹
)

9
・
・
・
・
・
・
運
ニ
恭
仁
宮
高
御
産
井
大
楯
於
難
波
宮

(
天
平
十
六
年

月

叩
:
:
:
天
皇
御
世
御
世
、
天
日
照
高
御
産

d
z豆
(
第

55 

睦
奥
田
出
金
)

ロ
:
・
:
・
天
皇
御
世
御
世
間
看
来
食
間
天
ッ
日
嗣
高
御
鹿
乃
業
常
(
第
一
回
詔

聖
武
譲
位
)
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Hi---
又
天
日
嗣
高
御
座
乃
業
止
坐
事
波
(
同
)

Hi---斯
天
ッ
臼
嗣
高
御
座
乃
業
者
(
向
)

日
:
:
:
償
法
天
川
門
口
調
高
御
産
乃
業
者
(
向
)

日
・
:
・
:
斯
天
山
田
樹
高
御
鹿
乃
業
乎
(
第
一
一
回
詔

孝
謙
即
位
)

Mi---定
賜
来
流
天
日
調
高
倒
産
次
乎
(
第
一
九
詔

天
平
宝
字
元
年
七
月
)

ロ
:
:
:
天
皇
御
世
御
世
間
看
来
天
日
嗣
高
御
鹿
乃
業
常
(
第
二
三
詔

孝
謙
譲
位
)

同
:
:
:
加
久
間
看
来
天
日
嗣
高
御
鹿
乃
業
波
(
問
)

四
:
:
:
此
天
呂
融
高
御
座
之
業
乎
(
第
二
四
詔

淳
仁
即
位
)

北
大
文
学
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科
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大
伴
家
持
の
吉
野
行
幸
儲
作
歌

年
六
月
)

n
:
:
:
太
子
が
天
豆
日
嗣
高
御
産
乃
纏
祇
授
万
一
息
流
(
第
四
五
詔

一
一
年
十
月
)

ni---然
此
乃
天
臼
嬬
高
御
座
之
業
者
(
第
四
八
詔

弘
仁
郎
位

お
:
:
:
其
高
御
座
天
之
自
由
桝
座
波
(
第
五
四
詔

ニ
年
五
月

廃
皇
太
子
地
戸
親
王
)

M
:
:
:
許
能
天
宮
御
座
坐
市
天
地
八
方
治
賜
調
賜
事
者
(
第
六
詔

天
平
元
年
八
丹
)

右
に
見
る
よ
う
に
、
用
例
の
多
く
が
先
程
確
認
し
た
「
ア
マ
ツ
ヒ
ツ
ギ
」
「
ア
マ
ノ
ヒ
ツ
ギ
」
と
共
に
現
わ
れ
る
。
ま
た
、
祝
詞
「
大
殿

祭
L

(

『
延
喜
式
』
巻
八
)
ヲ
」
み
」
皿
、

l
q
i
 

高
天
原
点
押
留
坐
須
皇
親
神
魯
企
神
魯
美
之
命
以
量
五
御
孫
之
命
乎
天
津
高
御
座
伝
坐
忌
主
人
津
璽
乃
翻
鏡
乎
捧
持
賜
天
言
明
蕎
:
・
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都
制
御
子
皇
御
孫
之
命
。
此
乃
天
津
高
御
座
点
王
。
天
捧
日
嗣
乎
万
千
秋
乃
長
秋
宅
大
八
洲
豊
葦
原
瑞
穂
之
閤
乎
。
安
関
止
平
域
所
知
会
止
O
i
-
-
-

と
あ
る
。
こ
う
し
た
「
高
御
座
L

の
例
の
検
討
を
と
お
し
て
、
「
高
御
座
」
は
、
皇
位
の
象
徴
的
な
意
味
を
負
っ
て
お
り
、
皇
統
の
継
承
と
い
っ
た

こ
と
が
ら
に
深
く
関
係
す
る
こ
と
ば
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
当
該
例
の

J
尚
御
座
L

に
お
い
て
も
、

握
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
う
し
た
点
を
把

さ
て
、
こ
こ
ま
で
見
て
き
て
、
長
歌
冒
頭
部
で

J

ロ
向
御
腔

天
の
日
継
と
」
と
歌
い
出
だ
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
天
照
大
神
よ
り
、

皇
統
の
絶
す
つ
〉
か
せ
た
ま
ふ
L

(

『
代
匠
記
』
初
稿
本
)
皇
位
が
、

ま
さ
に
絶
え
る
こ
と
な
く
継
承
さ
れ
て
来
た
こ
と
が
、
作
品
の
上
で

強
諒
さ
れ
て
い
る
あ
り
ょ
う
を
見
出
せ
よ
う
。
こ
こ
に
、
家
持
当
該
歌
な
り
の
皇
統
讃
美
の
機
能
が
果
た
さ
れ
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
る
。

右
に
見
た
「
高
御
座

天
の
日
継
と
」
と
い
う
荘
重
な
歌
い
出
し
に
つ
づ
き
、
次
に
は
、
「
天
の
下

知
ら
し
め
し
け
る

皇
祖
の

神



の
ム
叩
の

畏
く
も

始
め
た
ま
ひ
て

貴
く
も

定
め
た
ま
へ
る

み
吉
野
の

こ
の
大
宮
に
L

と
歌
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
「
喪
く
も

始

め
た
ま
ひ
て

糞
く
も

定
め
た
ま
へ
る
」

の
部
分
、

ひ
い
て
は
、
「
皇
祖
の

神
の
命
」
の
内
容
が
問
題
と
な
る
。

応
神
天
皇
の
条
に
は
、

時
に
、
問
機
人
来
朝
り
。
間
り
て
、
醒
澗
を
以
ち
て

に
献
り
て
、
歌
し

て
日
さ
く
・
・
・
・
・
・

と
あ
り
、
『
古
義
』
所
引
の
中
山
最
水
の
説
に
お
い
て
、
こ
の
記
事
は
、

自
疋
レ
士
口
野
ノ
離
宮
の
は
じ
め
な
る
べ
し

と
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
当
該
歌
の
「
喪
く
も

始
め
た
ま
ひ
て

貴
く
も

定
め
た
ま
へ
る

み
吉
野
の

こ
の
大
宮
L

に
つ

い
て
も
、
右
に
見
た

の
記
述
を
採
り
入
れ
て
、

そ
こ
に
応
神
天
皇
の
姿
を
見
出
す
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
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こ
の
点
に
つ
い
て
、
蔀
掲
神
野
志
氏
「
聖
武
朝
の
皇
統
意
識
と
天
武
神
話
化
」
は
、

家
持
の
聖
武
皇
統
意
識
が
、
応
神
朝
に
吉
野
宮
の
始
ま
り
を
も
と
め
る
よ
う
な
と
こ
ろ
で

(
日
本
書
紀
応
神
十
九
年
条
の
吉
野
宮
初

出
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
も
の
で
『
古
義
』
を
は
じ
め
と
し
て
有
力
な
見
解
)
捉
え
う
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
反
歌
四

O
九
九
歌

に
て
ら
し
て
明
ら
か
だ
:
:
:
。
応
神
朝
ま
で
拡
散
し
て
し
ま
っ
て
は
、
「
い
に
し
へ
を
思
ほ
す
ら
し
も
L

が
一
つ
の
像
を
結
ぶ
と
は
い

え
な
い
で
あ
ろ
う
。

と
述
べ
る
。
た
し
か
に
、
当
該
歌
に
お
い
て
、
応
神
天
皇
が
特
に
取
り
出
さ
れ
て
来
る
必
然
性
は
見
出
さ
れ
な
い
。
こ
の
点
で
、
神
野
志

論
文
の
指
摘
は
、
妥
当
な
も
の
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
神
野
志
論
文
の
よ
う
に
、
「
『
い
に
し
へ
を
思
ほ
す
ら
し
も
』
が
一
つ
の
像
を
結
ぶ
L

と
捉
え
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
神
野
志

北
大
文
学
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大
伴
家
持
の
吉
野
行
幸
儀
作
歌

論
文
に
は
、
誼
後
に
、

天
武
王
朝
と
し
て
の
皇
統
意
識
と
い
う
点
か
ら
私
は
こ
れ
を
捉
え
た
い
。

と
い
う
文
言
が
あ
り
、
「
一
つ
の
像
」
に
「
天
武
王
朝
」
が
比
定
さ
れ
て
い
る
の
が
明
ら
か
だ
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
正
し
い
比
定
な
の
だ

ろ
う
か
。

神
野
志
論
文
の
論
理
は
こ
う
だ
。
神
野
士
山
論
文
は
、
前
掲
小
野
氏
「
家
持
予
作
歌
の
形
成
と
背
景
」
を
取
り
上
げ
、

出
金
宣
命
の
前
半
の
表
現
と
聖
武
即
位
宣
命
の
表
現
と
の
類
似
に
習
意
し
つ
つ
、
家
持
が
、
神
亀
元
年
の
即
位
・
吉
野
行
幸
を
想
起

し
て
こ
の
髄
作
歌
を
な
す
に
至
っ
た
と
捉
え
る
小
野
説
は
、
本
質
を
射
て
い
る
と
思
う
。
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と
評
価
す
る
。
神
野
志
論
文
の
論
理
の
な
か
で
は
、
家
持
当
該
歌
と
塑
武
即
位
・
吉
野
行
幸
と
の
つ
な
が
り
が
こ
の
よ
う
に
確
保
さ
れ
た

わ
げ
だ
。
次
に
、
吉
野
行
幸
に
思
い
が
及
べ
ば
、
当
然
そ
の
お
り
の
金
村
・
赤
人
の
吉
野
行
幸
従
駕
歌
が
想
起
さ
れ
る
と
い
う
判
断
が
あ

る
よ
う
だ
。
そ
し
て
、
聖
武
即
位
に
関
す
る
金
村
・
赤
人
の
吉
野
行
幸
従
駕
歌
で
「
神
代
」
と
歌
わ
れ
て
い
る
の
は
天
武
朝
で
あ
る
と
い

う
、
神
野
士
山
氏
自
身
の
認
定
に
も
と
づ
い
て
、

「
す
め
ろ
き
の
神
の
み
こ
と
の
:
:
:
始
め
た
ま
ひ
て
:
:
:
定
め
た
ま
へ
る
L

・
「
い
に
し
へ
」
と
い
う
こ
と
と
、
金
村
・
赤
人
の
「
神
代
L

と
が
重
な
っ
て
く
る
こ
と
は
明
ら
か
に
看
取
さ
れ
よ
う
。

持
統
朝
で
も
、
天
武
・
持
統
朝
で
も
な
く
、
天
武
朝
そ
の
も
の
を
意
識
し
て
、
「
神
代
L

(

金
村
・
赤
入
)
、
「
す
め
ろ
き
の
神
の
命
」

(
家
持
)

と
い
う
の
だ
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

と
い
う
結
論
が
導
き
出
さ
れ
て
く
る
。

本
論
で
は
、
出
金
官
一
命
に
触
れ
た
家
持
が
聖
武
即
位
宣
命
を
想
起
し
た
と
す
る
指
摘
に
は
、

な
か
な
か
従
い
難
い
点
、
が
あ
る
こ
と
を
す



で
に
述
べ
た
。
神
野
志
論
文
の
家
持
当
該
歌
に
つ
い
て
の
拒
握
は
、
こ
の
点
か
ら
妥
当
で
は
な
い
と
判
既
さ
れ
よ
う
。

さ
ら
に
、
神
野
志
論
文
の
よ
う
に
、
ョ
い
に
し
へ
を
思
ほ
す
ら
し
も
』
が
一
つ
の
像
を
結
ぶ
L

と
無
前
提
に
捉
え
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

当
該
歌
の
文
脈
に
ふ
た
た
び
庚
っ
て
把
撞
す
べ
き
と
考
え
る
。
再
度
、
長
歌
の
最
初
か
ら
文
脈
を
な
ぞ
っ
て
み
よ
う
。

長
歌
の
冒
頭
部
に
は
「
高
御
鹿

天
の
日
継
と

天
の
下

知
ら
し
め
し
け
る

の

神
の
命
の
」
と
あ
る
。
す
で
に
検
討
し
た

よ
う
に
、
「
高
御
座

天
の
日
継
と
L

と
歌
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
照
大
御
神
に
由
来
す
る
皇
統
が
ま
さ
に
絶
え
る
こ
と
な
く
継
承
さ

れ
て
来
た
こ
と
が
、
作
品
上
で
強
議
さ
れ
る
。
こ
の
「
縦
承
L

と
い
う
点
を
、
こ
こ
で
も
考
え
合
わ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

家
持
当
該
歌
に
は
、
天
武
で
も
な
く
、

ま
た
応
神
で
も
な
く
、

さ
ら
に
莱
天
皇
に
間
限
定
す
る
と
い
う
の
で
も
な
い
、
射
程
の
長
い
視
座

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

つ
ま
り
、
「
高
御
鹿

天
の
日
継
L

と
し
て
代
々
皇
統
を
継
承
し
、
「
天
の
下
」
を
統
治
し
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た

の

神
の
命
」
の
歴
史
の
な
か
で
、
吉
野
宮
が
始
め
ら
れ
定
め
ら
れ
た
こ
と
を
長
歌
冒
頭
部
は
語
っ
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
る
。

そ
の
「
皇
祖
の

神
の
命
」
に
よ
る
「
始
め
た
ま
ひ
L

「
定
め
た
ま
」
う
行
為
も
、
皇
統
の
継
承
の
酷
史
の
な
か
に
回
収
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、
こ
う
捉
え
る
こ
と
で
、
反
歌
四

O
九
九
で
「
古
を

思
ほ
す
L

と
歌
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
理
解
が
届
く
の
で
は
な
い
か
。

こ
こ
ま
で
、
つ
み
吉
野
の

こ
の
大
宮
」
に
か
か
る
部
分
の
理
解
を
す
す
め
て
き
た
。
長
歌
前
半
部
の
末
尾
で
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た

よ
う
な
由
緒
あ
る
吉
野
離
宮
に
、
「
あ
り
連
ひ

見
し
た
ま
ふ
」
と
つ
づ
く
。
そ
う
し
た
吉
野
離
宮
に
行
幸
が
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
、
吉
野

の
景
を
賞
美
す
る
様
が
捕
か
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
当
該
歌
で
は
、
「
あ
り
通
ひ

見
し
た
ま
ふ
」

の
主
語
が
表
わ
さ
れ
て
い
な
い
。
『
略
解
』
は
、

の
幸
し
給
へ
る
を
一
言
ふ
。
(
傍
線
論
者
)
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大
伴
家
持
の
吉
野
行
幸
儀
作
歌

と
述
べ
る
が
、

は
、
こ
の
『
略
解
』
説
を
批
判
し
て
、

当
代
天
皇
の
、
在
往
来
ひ
っ
〉
見
給
ふ
ら
し
、

と
な
り
、
(
問
)

と
述
べ
た
。
こ
の

の
よ
う
に
捉
え
る
の
が
妥
当
な
こ
と
は
、
左
に
あ
げ
る
よ
う
な
歌
を
参
照
す
れ
ば
確
か
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

左
の
赤
人
歌
で
は
、
傍
線
部
に
「
見
し
た
ま
ふ
」
「
あ
り
通
ひ
」
が
あ
り
、
二
重
傍
線
部
に
そ
の
主
一
時
間
と
し
て
「
我
が
大
君
」
が
あ
る
。

詔
作
歌
一
品
問
弁
短
歌

八
年
丙
子
夏
六
月
幸
二
子
芳
野
離
宮
…
之
時
山
護
衛
祢
赤
人
躍
ν

制
制
対
君
叫
見
給

や
す
み
し
し

吉
野
の
宮
は

雲
ぞ
た
な
び
く

瀬
の
音
ぞ
清
き

神
さ
び
て

見
れ

山
一
角
み

川
早
み

ば
貴
く

見
れ
ば
さ
や
け
し

よ
ろ
し
な
へ

尽
き
ば
の
み
こ
そ

絶
え
ば
の
み
こ
そ

こ
の
山
の

こ
の
川
の

も
も
し
き
の

大
宮
と
こ
ろ

や
む
時
も
あ
ら
め

(
6

一O
O五
)

反
歌

神
代
よ
り

吉
野
の
宮
に

山
JII 
を
よ
み

(

一

O
O六
)

高
知
ら
せ
る
は

当
該
歌
で
は
、
反
歌
に
「
我
ご
大
君
L

と
い
う
主
語
が
あ
り
、

ひ
る
が
え
っ
て
、
長
歌
の
こ
の
部
分
の
主
語
も
「
我
ご
大
君
」
で
あ
る

と
確
か
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
「
我
ご
大
君
L

の
、
吉
野
離
宮
に
通
う
様
を
描
写
し
た
の
が
、
「
あ
り
通
ひ

見
し
た
ま
ふ
L

で
あ
る
わ
け
だ
が
、

そ
れ
に
は
、
「
ら

し
」
が
つ
い
て
い
る
。
「
ら
し
」
は
、

そ
う
推
定
で
き
る
根
拠
を
近
く
の
表
現
に
求
め
る
わ
け
で
あ
り
、
『
全
注

巻
第
十
八
』

(
伊
藤
博
氏

担
当

tま
「
ら
し
」
は
確
実
な
根
拠
に
基
づ
く
推
量
。
こ
こ
は
、
「
す
め
ろ
き
の
神
の
命
」
が
「
貴
く
も
定
め
た
ま
へ
る
大
宮
L

で
あ
る
こ
と
が

根
拠
。



と
述
べ
て
い
る
。

つ
宇
品
れ
ノ
、

い
ま
ま
で
見
て
来
た
、
皇
統
の
継
承
に
う
ら
う
ち
さ
れ
た
「
皇
祖
の

神
の
命
し
に
よ
っ
て
吉
野
離
宮
が
定

め
ら
れ
た
こ
と
が
、
根
拠
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

(
一
ニ
)
反
歌
第
一
首

こ
こ
ま
で
、
長
歌
前
半
の
「
我
ご
大
君
」
の
描
写
の
部
分
を
考
察
し
て
き
た
が
、
先
の
清
原
論
文
の
構
成
理
解
に
も
と
づ
い
て
、

つ
ぎ
」

に
は
、
間
じ
く
「
我
ご
大
君
L

の
姿
が
播
か
れ
て
い
る
反
歌
第
一
首
四

O
九
九
の
方
に
考
察
の
目
を
向
け
た
い
。

こ
こ
で
、
も
う
一
度
、

四
O
九
九
歌
を
掲
げ
よ
う
。

い
に
し
へ
を

思
ほ
す
ら
し
も

我
ご
大
君

吉
野
の
宮
を

あ
り
通
ひ
見
す
(
四

O
九
九
)

こ
の

に
つ
い
て
、
『
総
釈
』
は
、
次
の
よ
う
に
口
訳
を
つ
け
て
い
る
。

我
が
大
君
が
、
当
に
吉
野
の
宮
に
行
幸
な
さ
れ
て
、

そ
の
勝
れ
た
景
色
を
制
御
覧
遊
ば
す
。
こ
れ
は
、
大
君
が
、
吉
野
の
離
宮
の
創
め
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ら
れ
た
そ
の
当
時
の
こ
と
を
、

な
つ
か
し
く
御
徳
び
な
さ
れ
る
こ
と
と
、
拝
察
し
奉
る
次
第
で
あ
る
。

こ
の
指
摘
の
よ
う
に
、
当
該
歌
は
、
初
旬
・
第
二
匂
と
第
三
匂

1
結
句
と
が
倒
置
に
な
っ
て
い
る
と
解
さ
れ
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
反
歌
の
方
に
も
「
ら
し
L

が
あ
る
。
こ
の
「
ら
し
L

に
関
連
し
て
、
『
全
註
釈
』
は
、
「
評
一
語
L

と
し
て
、

長
歌
の
前
半
を
約
言
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
行
幸
の
意
を
、
古
ヲ
思
ホ
ス
一
フ
シ
と
し
、

ア
リ
通
ヒ
見
ス
の
方
は
、

に
し
な
い

の
が
変
わ
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
が
、
決
し
て
「
変
っ
て
い
る
L

の
で
は
な
か
ろ
う
。
こ
う
し
た
表
現
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
反
歌
で
は
、

そ
も
そ
も

「
あ
り
通
ひ
見
す
L

が
「
ら
し
」
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
は
、
長
歌
の
記
述
を
踏
ま
え
て
い
る
点
が
見

北
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大
伴
家
持
の
吉
野
行
業
儲
作
歌

出
せ
る
o

『
全
釈
』
は
、
「
あ
り
通
ひ
見
す
」
に
つ
い
て
、

長
歌
中
の
安
里
我
欲
比
貫
之
多
麻
布
良
之
を
断
定
的

っ
た
も
の
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
指
摘
は
長
歌
前
半
と
反
歌
第

の
関
連
を
た
ど
る
う
え

で
あ
ろ
う
。
長
歌
の
「
見
し
た
ま
ふ
ら
し
」
の

推
定
が
、
長
歌
の
記
述
を
経
過
す
る
こ
と
で
、
確
実
な
も
の
と
認
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
が
前
提
と
な
っ
て
、
反
歌
第
一

首
四

O
九
九
歌
に
お
い
て
、
「
吉
野
の
宮
を

あ
り
通
ひ
見
す
L

の
部
分
が
、
第
二
句
の
「
思
ほ
す
ら
し
も
L

の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

の
構
造
は
、
こ
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
四

O
九
九
歌
の
特
色
と
し
て
、
「
古
を

思
ほ
す
ら
し
も
L

と
い
う
よ
う
に
、
天
皇
の
心
中
を
付
度
し
て
い
る
点
が
挙

げ
ら
れ
る
。
そ
の
特
色
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
は
、
第
六
節
「
む
す
び
」
で
述
べ
る
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
「
我
ご

大
君
」
に
よ
っ
て
こ
こ
で
思
慕
さ
れ
る
「
古
L

の
な
か
み
は
何
な
の
か
を
考
え
て
お
き
た
い
。

こ
こ
で
は
、
長
歌
冒
頭
部
か
ら
の
記
述
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
高
御
産

天
の
日
継
L

と
し
て
代
々
皇
統
が
引
き
継
が

れ
、
天
の
下
を
統
治
し
た

の
神
の
命
L

の
歴
史
を
、
「
古
」
が
引
き
取
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
行
幸
の
中
心
た
る
「
我
ご

聖

武
天
皇
が
、
自
ら
の
来
一
燈
を
思
う
と
い
う
心
中
が
、

者
的
視
産
よ
り
描
写
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

五

「
も
の
の
ふ
の
八
十
伴
の
男
」

の
描
写

(
ご
伝
統
と
創
造

こ
こ
ま
で
、
「
我
ご
大
君
」
の
描
写
に
つ
い
て
、
長
歌
前
半
部
と
反
歌
第
一

の
分
析
を
進
め
て
来
た
。

つ
ぎ
に
は
、
長
歌
後
半
部
と
反



歌
第

の
分
析
に
移
り
た
い
。

考
察
に
さ
き
だ
っ
て
、
「
伝
統
と
創
造
」
と
い
う
視
点
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
き
た
い
。

周
知
の
よ
う
に
、
清
水
克
彦
氏
「
吉
野
讃
歌
」
(
『
柿
本
人
麻
呂
』
所
収
。
初
出

九
五
六
年
一
丹
)

と
、
土
橋
寛
氏
「
人
麻
呂
に
お
け

歌
の
営
み
の
な
か
に
、
前
代
の
伝
統
を
ど
う
継
承
し
、

る
伝
統
と
創
造
i
吉
野
宮
讃
歌
を
め
ぐ
っ
て

l
L
2万
葉
集
の
文
学
と
歴
史
』
所
収
。
初
出

ま
た
人
麻
呂
な
り
の
創
造
を
ど
の
よ
う
に
盛
り
込
ん
で
い
る
の
か
に
つ
い
て
考
察

九
五
六
年
九
月
)

は
、
柿
本
人
麻
呂
の
作

し
、
以
後
の
人
麻
呂
を
研
究
す
る
者
に
大
き
な
道
す
じ
を
示
し
た
。

い
ま
、
家
持
の
吉
野
讃
歌
そ
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
も
、
こ
の
「
倍

統
と
創
造
」
と
い
う
視
点
は
、

き
わ
め
て
有
効
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
以
下
、
家
持
は
、
人
麻
呂
「
吉
野
讃
歌
」
以
来
の
伝
統
を
ど
の

よ
う
に
継
承
し
た
の
か
、

ま
た
、
伝
統
に
は
な
い
表
現
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
創
造
し
た
の
か
、

と
い
う
問
題
を
中
心

に
据
え
て
考
察
し
て
行
き
た
い
。
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(
…
一
)
長
歌
後
半
部

ま
ず
は
、
長
歌
後
半
部
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
後
半
部
は
、
「
も
の
の
ふ
の

八
十
伴
の
男
も

己
が
負
へ
る

日
が
名
負
ひ
て
L

で
始

ま
る
。
中
心
で
あ
る
「
我
が
大
君
L

に
奉
仕
す
る
臣
下
の
舗
の
描
写
で
あ
る
。

に
奉
仕
す
る
側
を
吉
野
讃
歌
の
な
か
で
歌
う
の
は
、

人
麻
呂
以
来
の
伝
統
と
考
え
ら
れ
る
。
周
知
の
、
森
朝
男
氏
「
景
と
し
て
の
大
宮
人

i
宮
廷
歌
人
論
と
し
て

i
L
2古
代
和
歌
の
成
立
』

所
収
。
初
出
『
上
代
文
学
』
五
一
二
、

九
八
四
年
一
一
丹
)

の
見
解
を
参
照
し
て
お
こ
う
。

森
論
文
は
、
柿
本
人
麻
呂
の
「
吉
野
讃
歌
」
、

一
・
三
六
歌
、

や
す
み
し
し

我
が
大
君
の

き
こ
し
め
ず

天
の
下
に

閣
は
し
も

さ
は
に
あ
れ
ど
も

山
JII 
の

清
き
河
内
と

制
御
心
を

北
大
文
学
研
究
科
紀
婆



大
伴
家
持
の
菅
野
行
幸
儀
作
歌

吉
野
の
国
の

花
散
ら
ふ

秋
津
の
野
辺
に

宮
柱

太
敷
き
ま
せ
ば

も
も
し
き
の

大
宮
人
は

舟
並
め
て

朝
川
渡
る

舟

競
ひ

タ
川
渡
る

こ
の
川
の

い
や
高
知
ら
す

水
激
く

滝
の
宮
処
は

見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も

と
、
笠
金
村
の
神
亀
ニ
年
の
吉
野
讃
歌
、
巻
六
・
九
ニ

O
歌、

あ
し
ひ
き
の

み
山
も
さ
や
に

落
ち
た
ぎ
っ

吉
野
の
川
の

山
川
の
瀬
の

清
き
を
見
れ
ば

上
辺
に
は

千
鳥
し
ば
鳴
く

下

辺
に
は

か
は
づ
妻
呼
ぶ

も
も
し
き
の

大
宮
人
も

を
ち
こ
ち
に

繁
に
し
あ
れ
ば

見
る
ご
と
に

あ
や
に
と
も
し
み

玉

絶
ゆ
る
こ
と
な
く

万
代
に

か
く
し
も
が
も
と

天
地
の

神
を
ぞ
祈
る

畏
く
あ
れ
ど
も

を
例
示
し
、

て
描
く
が
如
く
に
叙
し
て
、
離
宮
を
、

ひ
い
て
は
離
宮
を
経
営
す
る
天
皇
を
祝
賀
し
て
い
る
。
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〈
大
宮
人
〉
の
儀
礼
歌
に
お
け
る
代
表
的
表
出
例
は
こ
の
よ
う
に
あ
る
。
大
宮
人
の
頻
繁
に
し
て
多
数
の
奉
仕
を
、
あ
た
か
も
景
と
し

と
述
べ
、
「
大
宮
人
L

の
奉
仕
を
描
く
こ
と
の
方
法
的
意
義
を
説
明
す
る
。
そ
し
て
、

か
か
る
大
宮
人
の
叙
述
の
形
式
を
〈
景
と
し
て
の
大
宮
人
〉
と
呼
ん
で
お
く
こ
と
に
す
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
擦
に
お
け
る
〈
景
〉

と
は
、
単
な
る
叙
景
の
景
と
見
え
て
、
実
は
一
一
言
寿
ぎ
的
な
寓
磁
性
を
内
包
す
る
も
の
で
あ
る
。

と
述
べ
る
。

森
論
文
に
示
さ
れ
た
人
麻
呂
の
「
吉
野
讃
歌
」
に
奉
仕
す
る
側
を
「
大
宮
人
」
と
し
て
描
く
方
法
が
採
ら
れ
て
お
り
、

ま
た
、
金
村
の

神
亀
ニ
年
の
吉
野
讃
歌
に
も
同
様
の
方
法
が
採
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
こ
の
方
法
は
、
吉
野
讃
歌
を
詠
む
う
え
で
継
承
さ
れ
る

べ
き
伝
統
の
方
法
と
認
定
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
「
も
の
の
ふ
の

八
十
伴
の
男
も
・
・
・
・
・
・
か
く
し
こ
そ

仕
へ
奉
ら

め
L

と
歌
う
当
該
歌
も
、
こ
う
し
た
伝
統
を
踏
ん
で
い
る
も
の
と
解
釈
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。



し
か
し
、
当
該
歌
で
は
、

そ
の
伝
統
を
蕗
み
つ
つ
も
、
こ
の
歌
な
り
の
創
造
を
盛
り
込
ん
で
い
る
と
認
め
ら
れ
そ
う
だ
。

(
三
九
巻
)
は
、
「
も
の
の
ふ
の
八
十
伴
の
男
も
己
が
名
負
ひ
て
」
の
表
現
に
対
し
て
、

ワ

ザ

ツ

ギ

ワ

ザ

さ
て
古
へ
は
、
氏
々
の
職
業
各
定
ま
り
て
、
世
々
棺
ヒ
継
て
仕
へ
泰
り
つ
れ
ば
、
其
ノ
職
即
チ
其
ノ
家
の
名
な
る
故
に
、
【
氏
々
の
職
業
は
、

イ

サ

ヲ

ホ

メ

ワ

ザ

も
と
其
先
祖
の
徳
功
に
図
リ
て
う
け
た
ま
は
り
仕
奉
る
な
れ
ば
、
閏
疋
も
賛
た
る
方
に
て
名
な
り
、
}
郎
チ
其
ノ
職
業
を
指
シ
て
も
、
名
と
云

己
が
負
へ
る

り

と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
記
述
を
承
け
て
、
『
古
義
』
も
、

さ
て
巴
が
家
々
の
先
祖
よ
り
、
相
継
ギ
仕
へ
奉
り
来
る
、
其
ノ
職
々
を
負
て
、

と
一
疋
な
り

と
述
べ
る
。
人
麻
呂
の
「
吉
野
讃
歌
L

も
、
金
村
の
神
亀
二
年
の
吉
野
讃
歌
も
、
「
大
宮
人
」
の
存
在
や
そ
の
行
動
は
描
い
て
い
て
も
、
当

八
十
伴
の
男
」

い
表
わ
す
。
そ
し
て
、
各
氏
族
の
控
史
そ
背
景
に
し
て
「
日
が
負
へ
る

己
が
名
負
ひ
て
」
と
歌
い
、

そ
の
素
性
を
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該
歌
の
よ
う
に
、

そ
の
素
性
ま
で
は
明
そ
う
と
し
て
い
な
い
。
当
該
歌
で
は
、
単
に
、
「
大
宮
人
L

と
歌
う
の
で
は
な
く
、
「
も
の
の
ふ
の

描
き
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
反
歌
第
二
首
で
は
、
こ
れ
を
承
け
て
「
も
の
の
ふ
の

こ
れ
に
つ
い
て
、
古
橋
信
孝
氏
「
大
伴
家
持
論

i
歌
の
呪
性
と
〈
叙
事
〉

i
L
(
『
表
現
と
し
て
の
〈
作
家
〉

i
セ
ミ
ナ
ー
古
代
文
学
訂
』

八
十
氏
人
」
と
歌
っ
て
い
る
。

所
収
、

一
九
八
八
年
八
丹
)
tま

す
で
に
誰
も
が
い
う
よ
う
に
、
こ
の
歌
は
人
麻
呂
の
吉
野
賛
歌
を
ふ
ま
え
て
作
ら
れ
た
。
し
か
し
こ
の
歌
の
人
麻
呂
お
よ
び
そ
れ
以

降
の
吉
野
賛
歌
と
の
決
定
的
な
違
い
は
、

8
(
「
も
の
の
ふ
の

八
十
伴
の
男
」
の
歌
句
。
論
者
注
)
以
降
の
各
氏
族
が
臣
下
と
し
て

天
皇
に
仕
え
る
と
い
う
部
分
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、

九
九
二
年
一
一
月
)
も
、

北
大
文
学
研
究
科
紀
要



大
伴
家
持
の
吉
野
行
幸
儲
作
歌

型
と
し
て
は
、
人
麻
呂
・
赤
入
ら
の
先
般
を
継
ぐ
も
の
だ
が
、

に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
家
名
を
負
い
持
っ
て
い
る
と
詳
細
に
述

べ
た
の
は
、
吉
野
讃
歌
中
、
こ
の
歌
の
み
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
見
解
を
参
照
し
て
、
や
は
り
、
こ
こ
に
、
信
統
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
も
新
し
い
表
現
を
盛
り
込
も
う
と
す
る
、

当
該
歌
な
り
の
創
造
の
一
端
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
『
窪
田
評
釈
』
は
、
「
己
が
負
へ
る

己
が
名
負
ひ
て
L

に
対
し
て
、

ニ
句
、
自
分
の
職
業
を
現
す
名
を
持
つ
と
こ
ろ
の
自
分
の
名
を
持
っ
て
で
、
こ
れ
は
廷
臣
の
名
を
、
朝
廷
の
儲
か
ら
見
た
意
で
、
朝

廷
に
中
、
む
を
置
い
て
の
云
ひ
方
で
あ
る
。
(
傍
線
論
者
)

と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
保
線
部
の
把
握
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
前
節
で
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
当
該
歌
で
は
、

の
姿
も
第
一
一
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的
に
播
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
描
き
方
は
、
「
も
の
の
ふ
の

八
十
氏
人
L

、
つ
ま
り
、
臣
下
の
倒
に
対
し
て
も
一
言
え
る
の
で
は
な

い
か
。
こ
の
点
に
関
係
し
て
、
次
の
歌
を
参
照
し
た
い
。

於
能
我
曳
多
曳
多

橘
は

生
れ
れ
ど
も

玉
に
貫
く
時

向
じ
緒
に

(
紀
歌
謡
一

一
五
)

う
ち
ひ
き
す

へ
上
る
と

た
ら
ち
し
ゃ

母
が
手
離
れ

常
知
ら
ぬ

閣
の
奥
処
を

百
重
山

越
え
て
過
、
ぎ
行
き

い
っ
し

カ〉

も

都
を
見
む
と

閉
山
ひ
っ
つ

語
ら
ひ
居
れ
ど

意
乃
何
身
蕊

労
は
し
け
れ
ば

玉
梓
の

道
の
隈
廼
に

革
手
折
り

柴

取
り
敷
き
て

床
じ
も
の

う
ち
臥
い
伏
し
て

思
ひ
っ
つ

嘆
き
伏
せ
ら
く
:
:
:
(
5
八
八
六

憶
良
「
熊
凝
歌
L
)

紀
歌
謡

一
五
の
「
於
能
我
曳
多
曳
多
」
は
そ
れ
ぞ
れ
の
枝
と
い
う
意
で
あ
り
、

ニ
者
的
に
描
く
「
お
の
が
」
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、

八
八
六
歌
で
も
同
様
だ
ろ
う
。
こ
の
八
八
六
歌
で
は
、
「
嘆
き
伏
せ
ら
く
」
が
描
写
の
転
換
点
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
前
が
熊

そ
れ
以
跨
が
熊
凝
自
身
の
誼
接
話
法
で
死
に
行
く
悲
哀
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
と

凝
の
姿
を
第
三
者
的
に
描
く
部
分
で
あ
り
、



考
え
ら
れ
る
。
こ
の
八
八
六
歌
の
「
お
の
が
L

も
、
能
…
擬
を
第
三
者
的
に
描
く
「
お
の
が
L

で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
当
該
歌
の
話
者
の
位
置
は
、
『
窪
田
評
釈
』
の
よ
う
で
は
な
く
、
天
皇
と
八
十
伴
の
男
双
方
を
第
三
者
的
に
見
ら
れ
る
位

置
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ム
身
崎
霧
氏
「
宮
廷
讃
歌
の
方
法

i
和
歌
と
天
皇
制
序
説

i
L
(『
日
本
文
学
』

九
九
O
年

月
号
)
は
、
入
麻
呂
「
吉
野
讃
歌
L

論
の

な
か
で
、
森
論
文
へ
の
批
判
を
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
見
解
を
い
ま
こ
こ
で
参
照
し
た
い
。

こ
の
よ
〉
フ
に

に
つ
い
て
の
叙
述
と
対
照
さ
せ
る
こ
と
で
、
「
大
宮
人
L

の
そ
れ
が
機
能
し
て
い
る
、
と
い
う
方
法
を
と
っ
て
い
る

し
て
の
大
宮
人
」
と
い
う
視
点
か
ら
で
は
ト
ー
タ
ル
に
と
ら
え
き
れ
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
く
な
く

こ
の
う
た
を
、

と
も
、
こ
の
作
品
の
本
質
の
あ
る
一
一
閣
を
み
お
と
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
十
分
に
あ
る
と
お
も
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

そ
こ
で
は
天

ま
7こ

と
し
て
た
ち
あ
ら
わ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
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こ
の
批
判
の
根
幹
に
は
、

そ
の
「
大
宮
人
」
は
天
皇
と
と
も
に
、
天
皇
と
照
応
す
る
か
た
ち
で
え
が
か
れ
て
い
た
か
ら
だ
。

と
い
う
的
確
な
作
品
理
解
が
あ
る
。
当
該
歌
で
も
、
人
麻
呂
「
吉
野
讃
歌
」
の
こ
う
し
た
話
者
の
位
置
を
継
承
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、
こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
て
、
当
該
歌
の
な
か
に
、
吉
野
讃
歌
の
伝
統
の
表
現
を
引
き
継
ぐ
要
素
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
解
っ
て
来
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
あ
り
ょ
う
を
「
模
倣
」
と
い
う
こ
と
ば
で
か
た
づ
け
て
は
見
誤
る
点
が
多
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
伝
統
の
表
現

を
採
る
こ
と
に
よ
り
、
吉
野
讃
歌
の
系
譜
に
乗
る
こ
と
が
志
向
さ
れ
て
い
る
と
替
え
よ
う
。

一
方
、
当
該
歌
の
な
か
に
は
、

そ
の
伍
統
に

は
な
い
詠
み
方
も
散
見
さ
れ
て
い
た
。
「
伝
統
と
創
造
L

と
い
う
視
点
が
、
当
該
家
持
歌
に
も
有
効
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
の
よ
う
な
点
か
ら

わ
か
る
。

北
大
文
学
研
究
科
紀
要



大
伴
家
持
の
吉
野
行
幸
儲
作
歌

へ
奉
ら
め

ひ
き
つ
づ
き
、
こ
の
調
点
に
立
っ
て
、
つ
ぎ
の
「
こ
の
川
の

い
や
遠
長
に
L

と
い
う
、
長
歌
の
最
終
部
の
表
現
を
考
察
し
た
い
。

こ
の
部
分
に
は
山
仰
の
対
比
が
あ
る
こ
と
が
明
瞭
だ
が
、
そ
の
表
現
を
歴
代
の
吉
野
讃
歌
の
な
か
に
探
し
て
み
よ
う
。

山
川
の

や
す
み
し
し

吉
野
の
閣
の

競
ひ

も

山I1 
JlII三
も六

滝
の
上
の

野
の

ゆ

定
め
け
ら
し
も

や
す
み
し
し

咲
き
を
を
り

大
宮
人
は

や
す
み
し
し

見
れ
ば
糞
く

絶
ゆ
る
こ
と
な
く

{士

い
や
継
、
ぎ
継
ぎ
に

こ
の
山
の

か
く
し
こ
そ

我
が
大
君
の

清
き
河
内
と

御
心
を

天
の
下
に

国
は
し
も

さ
は
に
あ
れ
ど
も

き
こ
し
め
ず

花
散
ら
ふ

秋
津
の
野
辺
に

太
敷
き
ま
せ
ば

朝
川
渡
る

宮
柱

舟
並
め
て

舟

も
も
し
き
の

大
宮
人
は

タ
問
渡
る

水
激
く

滝
の
宮
処
は

見
れ
ど
飽
か
ぬ
か

絶
ゆ
る
こ
と
な
く

こ
の
山
の

い
や
高
知
ら
す

こ
の
川
の

人
麻
呂
)
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依
り
て
仕
ふ
る

神
の
御
代
か
も

(
1
コ一八

同
)

依
り
て
仕
ふ
る

神
な
が
ら
:
:
:
(
1
三
九

同
)

ニ
船
の
山
に

瑞
枝
さ
し

繁
に
生
ひ
た
る

組
仰
の
木
の

い
や
継
ぎ
継
ぎ
に

万
代
に

か
く
し
知
ら
さ
む

み
吉

秋
津
の
宮
は

貴
く
あ
る
ら
む

神
か
ら
か

見
が
ほ
し
か
ら
む

山
JlI 
を

清
み
さ
や
け
み

う
べ
し
神
代

留
か
ら
か

(
6
九
O
七

金
村

養
老
七
年
)

我
が
大
君
の

清
き
河
内
ぞ

高
知
ら
す

吉
野
の
{
呂
は

た
た
な
づ
く

青
壇
揺
り

春
へ
は

花

川
な
み
の

秋
き
れ
ば

絶
ゆ
る
こ
と
な
く

そ
の
山
の

ち
わ
た
る

い
や
し
く
し
く
に

こ
の
川
の

も
も
し
き
の

常
に
通
は
む

(
6
九
二
三

赤
人

神
亀
ニ
年
)

我
が
大
君
の

雲
ぞ
た
な
び
く

川
平
み

瀬
の
音
ぞ
清
き

神
さ
び
て

見
し
た
ま
ふ

吉
野
の
宮
は

山
高
み

宜
し
な
へ

見
れ
ば
さ
や
け
し

尽
き
ば
の
み
こ
そ

絶
え
ば
の
み
こ
そ

こ
の
山
の

こ
の
川
の

も
も
し
き
の



大
宮
所

や
む
時
も
あ
ら
め

(
6

一O
O五

赤
人

天
平
八
年
)

み
吉
野
の

吉
野
の
宮
は

山
か
ら
し

貴
く
あ
ら
し

川
か
ら
し

き
や
け
く
あ
ら
し

天
地
と

長
く
久
し
く

万
代
に

改

ら
ず
あ
ら
む

幸
し
の
宮

(
3
一
ニ
一
五

旅
人

こ
の
山
間
の
対
比
の
表
現
が
、
吉
野
讃
歌
の
伝
統
と
し
て
あ
る
こ
と
が
た
し
か
め
ら
れ
よ
う
。

ま
ず
、
巻
一
・
コ
一
六
歌
(
人
麻
呂
)
、
巻
六
・
一

O
O五
歌
手
亦
人
)
の
表
現
の
あ
り
方
に
自
を
向
け
た
い
。
こ
れ
ら
の
歌
で
は
、
山
と

川
と
が
、
絶
え
る
こ
と
の
な
い
吉
野
離
宮
の
造
営
の
壁
画
検
と
し
て
用
い
ら
れ
、
離
宮
の
、
氷
遠
性
を
保
証
す
る
も
の
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

方
、
巻
六
・
九
二
一
一
一
歌
(
赤
人
)

で
は
、
同
じ
よ
う
な
山
間
の
対
比
が
用
い
ら
れ
な
が
ら
も
、
「
そ
の
山
の

い
や
し
く
し
く
に

V 

'-

の
111 
の

絶
ゆ
る
こ
と
な
く

も
も
し
き
の

大
宮
人
は

常
に
通
は
む
」
と
い
う
よ
う
に
、
「
大
宮
人
L

の
奉
仕
の
永
遠
牲
を
述
べ
る
こ

と
に
、
こ
の
対
比
が
機
能
し
て
い
る
。
こ
の
九
二
一
ニ
歌
の
歌
い
方
に
は
、
人
麻
呂
歌
に
は
な
い
要
素
を
め
ざ
し
た
赤
入
な
り
の
創
造
を
見

出
せ
そ
う
だ
が
、
当
該
歌
も
、

そ
う
し
た
赤
人
の
な
し
た
餅
造
的
表
現
に
依
拠
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
、

と
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も
す
る
と
、
「
模
倣
」
と
い
う
評
価
が
与
え
ら
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。

こ
こ
で
は
、
こ
の
部
分
に
、
「
こ
の
山
の

い
や
継
ぎ
継
ぎ
に
」
と
い
う
表
現
が
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

J
」
の
山
の

い
や
継
ぎ
継
、
ぎ
に
」
に
対
し
て
、
『
代
匠
記
』
(
精
撰
本
)
iま

出
ノ
相
ッ
、
ヶ
ル
ニ
ヨ
ソ
へ
テ
一
五
ヘ
リ

と
述
べ
、
『
略
解
』
は
、

河
の
不
ν
絶
如
く
、
山
の
続
け
る
如
く
、
速
長
く
仕
へ
む
と
也
。

と
述
べ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
山
が
連
な
っ
て
い
る
空
間
の
広
が
り
に
よ
っ
て
、
奉
仕
の
永
遠
と
い
う
時
間
同
の
広
が
り
が
言
い
表
わ
さ
れ
て

北
大
文
学
研
究
科
紀
要



大
伴
家
持
の
吉
野
行
幸
儲
作
歌

い
る
の
だ
が
、

そ
こ
に
、
「
こ
の
山
の

い
や
継
ぎ
継
、
ぎ
に
」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、

そ
の
「
い
や
継
ぎ
継
ぎ
に
」
の
集
中
例
を
見
て
お
こ
う
。

玉
た
す
き

畝
傍
の
山
の

撞
原
の

ひ
じ
り
の
御
代
ゆ

或
云
っ
宮
ゆ
L

生
れ
ま
し
し

神
の
こ
と
ご
と

樫
木
乃

弥
継
嗣

が

天
の
下

知
ら
し
め
し
し
を

或
一
玄
「
め
し
げ
る
L

そ
ら
に
み
つ

大
和
を
讃
き
て
:
:
:
(
1
一一九

人
麻
呂
「
近
江
荒
都

歌
L
)

み
も
ろ
の

神
な
び
山
に

五
百
枝
さ
し

繁
に
生
ひ
た
る

都
賀
乃
絹
乃

弥
継
顕
示

絶
ゆ
る
事
な
く

あ
り
つ
つ
も

や
ま
ず
通
は
む

明
日
香
の

古
き
都
は

山
高
み

川
と
ほ
し
ろ
し

の
日
は

山
し
見
が
欲
し

秋
の
夜
は

川
し
さ
や
け

滝
の
上
の

一
一
船
の
山
に

瑞
枝
さ
し

繁
に
生
ひ
た
る

刀
我
乃
横
能

弥
継
嗣
か

万
代
に

か
く
し
知
ら
さ
む

み
吉
野
の
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し
:
:
:
(
3
一
ニ
二
四

赤
人
「
神
岳
に
登
る
歌
L
)

秋
津
の
宮
は

神
か
ら
か

貴
く
あ
る
ら
む

国
か
ら
か

見
が
ほ
し
か
ら
む

山
川
、
そ

み
さ
や
け
み

う
べ
し
神
代
ゆ

定

め
げ
ら
し
も

(
6
九

O
七

金
村
「
養
老
の
吉
野
讃
歌
L
)

こ
こ
ま
で
が
、
当
該
家
持
歌
以
前
の
用
例
で
あ
る
。
そ
し
て
、
左
に
挙
げ
る
用
例
は
、
当
該
歌
以
臨
仰
の
歌
で
あ
り
、
す
べ
て
家
持
の
手
に

な
る
用
例
で
あ
る
。

向
ν
京
路
上
依
ν
興
韻
作
侍
ν
宴
謄
レ

詔
歌
一
首
弁
短
歌

鯖
蛤
島

大
和
の
国
を

天
雲
に

磐
舟
浮
べ

櫨
に
舶
に

真
擢
し
じ

き

い
漕
ぎ
つ
つ

間
見
し
せ
し
て

天
降
り
ま
し

払
ひ
一
平
げ

千
代
重
ね

弥
嗣
継
伝

知
ら
し
来
る

天
の
日
継
と

神
な
が
ら

我
が
大
君
の

天
の
下

治
め
た
ま
へ
ば

(
日
間

五
四

家
持



為
ν
臆
ν

詔
儲
作
歌

首
弁
短
歌

あ
し
ひ
き
の

八
つ
蜂
の
上
の

都
我
能
木
能

伊
也
継
万
部

松
が
相
恨
の

絶
ゆ
る
事
な
く

あ
を
に
よ
し

奈
良
の
都
に

万

代

国
知
ら
さ
む
と

(
訪
問
問
ニ
六
六

家
持
)

戦
ν
族
歌
一
首
弁
短
歌

:
(
天
孫
降
臨
に
つ
い
て
の
記
述
)
:
:
:
天
の
日
継
と

継
ぎ
て
く
る

て
て

授
け
た
ま
へ
る

子
議
の の
御
代
御
代

伊
塩
都
欝
都
岐
部

隠
さ
は
ぬ

明
き
心
を

へ
に

極

め
尽
し
て

仕
へ
く
る

視
の
宮
と

見
る
人
の

語
り
継
ぎ
て
て

聞
く
人
の

鏡
に
せ
む
を

あ
た
ら
し
き

清
き
そ
の
名
ぞ

お
ぽ
ろ
か
に

心
思
ひ
て

空
丑
一
口
も

植
の
名
絶
つ
な

大
伴
の

氏
と
名
に
負
へ
る

ま
す
ら
を
の
伴
(
初
回
四
六
五

家
持
)

さ
て
、
こ
の
分
布
を
見
て
一
言
え
る
こ
と
は
、
家
持
以
前
で
は
、
「
つ
(
と
)
が
の
木
の

い
や
継
ぎ
継
ぎ
に
L

と
い
う
形
が
類
型
表
現
と

し
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
等
し
く
、
「
つ
(
と
)
が
の
木
」
を
介
し
て
そ
の
同
音
の
繰
返
し
か
ら
「
継
ぎ
継
ぎ
に
L

が
起
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
人
麻
呂
「
近
江
荒
都
歌
」
で
は
、
文
脈
上
、
「
つ
が
の
木
L

が
出
て
く
る
必
然
性
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て

赤
人
一
一
一
二
四
歌
や
金
村
九

O
七
歌
は
、

そ
の
登
場
に
必
然
性
を
持
た
せ
て
い
る
。
そ
こ
に
、

期
の
赤
人
・
金
村
の
工
夫
が
あ
る
に
は

あ
る
の
だ
が
、
依
然
と
し
て
「
つ

(
と
)
が
の
木
の

い
や
繊
ぎ
継
ぎ
に
」
と
い
う
類
型
表
現
を
採
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

と
こ
ろ
が
、
当
該
家
持
歌
で
は
、
「
つ

(
と
)

が
の
木
」
を
介
さ
な
い
。
そ
の
代
り
に
、
三
」
の
山
の
」
に
続
け
る
こ
と
で
、
山
の
連
な

り
と
い
う
空
間
の
広
が
り
を
表
わ
し
、
ま
た
、

そ
れ
を
、
時
間
の
広
が
り
に
転
じ
た
の
で
あ
る
。
当
該
歌
以
降
で
も
、

四
ニ
ム
ハ
六
歌
の
よ

う
に
、
従
来
の
類
型
表
現
安
採
る
例
も
家
持
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、

四
ニ
五
四
歌
、

四
四
六
五
歌
の
よ
う
に
、

つ
ぎ

つ
ぎ
と
継
起
す
る
こ
と
を
、
「
い
や
継
ぎ
継
ぎ
に
」
は
、
単
独
で
表
わ
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

北
大
文
学
研
究
科
紀
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大
伴
家
持
の
吉
野
行
幸
儲
作
歌

当
該
歌
の
位
置
を
こ
の
よ
う
に
見
定
め
た
い
。

『
窪
田
評
釈
』
は
、
こ
う
し
た
家
持
の
営
み
に
対
し
て
、

の
際
の
賀
歌
は
略
M
型
が
出
来
て
ゐ
る
上
に
、
吉
野
離
宮
の
行
幸
の
も
の
は
、

段
と
そ
れ
が
圏
ま
っ
て
を
り
、
最
も
新
意
の

出
し
難
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
し
て
は
此
の
歌
は
、
比
較
的
新
意
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
賀
を
、
時
の
悠
久
と
い
ふ
こ

と
に
置
き
、

そ
れ
を
も
っ
て
統
一
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
前
段
は
皇
室
の
こ
と
を
一
五
ひ
、
芳
野
離
宮
の
始
め
の
甚
だ
悠
速
な
こ
と

を
語
少
く
一
五
ひ
、
後
段
は
、
廷
臣
の
御
奉
仕
の
悠
遠
に
続
く
で
あ
ら
う
こ
と
を
云
っ
て
、
河
と
山
と
を
そ
の
上
で
の
響
機
と
し
て
ゐ

る
の
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。
当
該
家
持
歌
で
は
、
右
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
表
現
の
伝
統
に
乗
る
と
こ
ろ
は
乗
り
な
が
ら
も
、
ま
た
、

よ
り
文
脈
に
適
合
す
る
形
へ
と
表
現
を
変
え
て
行
く
工
夫
が
見
出
さ
れ
よ
う
。

一
見
使
い
古
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さ
れ
た
こ
と
ば
を
用
い
な
が
ら
も
、

こ
こ
に
も
、
吉
野
讃
歌
の
括
統
に
対
し
て
の
、
当
該
家
持
歌
な
り
の
創
造
の

端
を
見
定
め
て
お
き
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
よ
+
立
社
釈
』
は
、

何
等
吉
野
の
宮
の
特
告
を
措
い
て
い
な
い
。
ど
こ
の
宮
で
も
よ
い
作
で
あ
る
。
人
麻
呂
の
作
な
ど
に
刺
戟
さ
れ
て
作
っ
て
お
り
、
そ

の
影
響
も
受
け
て
い
る
が
、
上
す
べ
り
の
し
た
実
の
な
い
作
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
儲
作
歌
で
あ
る
こ
と
も
、
そ
の
様
閣
で
あ
る
。

末
尾
も
類
型
的
で
、
新
味
は
全
く
な
い
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
指
摘
の
最
後
の
部
分
の
見
解
に
従
え
な
い
こ
と
は
、
い
ま
ま
で
見
て
き
た
と
お
り
だ
。
し
か
し
、
「
何
等
吉
野
の
宮

の
特
色
を
播
い
て
い
な
い
。
ど
こ
の
宮
で
も
よ
い
作
で
あ
る
。
」
と
い
う
指
摘
は
鋭
い
。

だ
が
、
そ
れ
は
、
こ
の
吉
野
讃
歌
を
ど
こ
に
力
点
を
お
い
て
作
り
あ
げ
る
の
か
と
い
う
問
題
に
か
か
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。



当
該
歌
に
は
、

い
ま
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、

た
し
か
に
山
間
の
対
比
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
吉
野
の
景
を
描
く
た
め
に
持
ち
出
さ
れ

た
の
で
は
な
く
て
、
「
か
く
し
こ
そ

仕
へ
泰
ら
め

い
や
遠
長
に
L

を
導
き
出
す
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
た
の
だ
。
『
集
成
』
が
、
こ
の

「
か
く
L

に
対
し
て
、

眼
前
に
展
開
し
て
い
る
行
幸
供
奉
の
あ
り
さ
ま
を
さ
す
。

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
当
該
歌
で
は
、
「
我
ご
大
君
に
」
に
奉
仕
す
る
「
も
の
の
ふ
の

八
十
伴
の
男
」
の
姿
の
描
写
に
力
が
込
め
ら
れ
、

筆
が
割
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

(
一
一
一
)
反
歌
第
二
首

も
の
の
ふ
の

八
十
氏
人
も

ごと
口

野
JII 

絶
ゆ
る
こ
と
な
く

仕
へ
つ
つ
見
む

(四一

O
O
)
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こ
の
姿
勢
は
、
反
歌
第

に
お
い
て
も
貫
か
れ
て
い
る
。
反
歌
第
二
首
を
も
う
一
度
掲
げ
よ
う
。

第
一
ニ
匂
「
吉
野
川
川
」
に
つ
い
て
、
『
新
考
』
は
、

第
三
匂
は
枕
辞
な
り
。

と
述
べ
、
『
窪
田
評
釈
』
は
、

「
吉
野
河
L

は
、
壁
掃
除
の
意
の
も
の
で
、
形
と
し
て
は
枕
詞
的
に
な
っ
て
ゐ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。
長
歌
の
「
こ
の
川
の
」
を
具
体
的
に
「
吉
野
間
L

と
表
わ
し
、
長
歌
関
様
「
絶
ゆ
る
こ
と
な
く
L

の
警
轍
と
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
長
歌
の
♂
」
の
川
の

絶
ゆ
る
こ
と
な
く
:
:
・
・
か
く
し
こ
そ

仕
へ
泰
ら
め

い
や
遠
長
に
」
を
ふ
ま
え
て
、

こ
の
四
一

O
O歌
で
は
、

-
四
句
、

そ
し
て
結
句
の
一
部
で
「
吉
野
川

絶
ゆ
る
こ
と
な
く

仕
へ
つ
つ
」
と
歌
わ
れ
て
い
る
の
で

北
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大
伴
家
持
の
吉
野
行
索
中
儲
作
歌

あ
る
。
こ
こ
に
、
こ
の
反
歌
で
も
、

へ
の
変
ら
ぬ
奉
仕
を
歌
う
こ
と
に
主
謀
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

(
間
)
ま
と
め

さ
て
、
こ
こ
ま
で
、
長
歌
後
半
部
そ
し
て
反
歌
第
二

の
表
現
を
分
析
し
て
き
て
、

に
奉
仕
す
る
臣
下
の
姿
を
綿
密
に
撞
こ
う
と

す
る
、
作
品
の
あ
り
ょ
う
そ
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
先
に
、
本
論
は
、
前
掲
清
原
論
文
の
、

新
た
に
確
認
し
た
天
皇
と
氏
と
の
関
係
を
、
長
歌
か
ら
反
歌
に
至
る
ま
で
、

臣
下

-
臣
下
と
繰
り
返
す
波
動
に
よ
っ

て
裁
然
と
歌
っ
た
歌
と
一
一
口
悶
え
よ
う
。

と
い
う
指
摘
を
参
照
し
て
い
た
わ
け
だ
が
、

そ
の
妥
当
性
が
あ
ら
た
め
て
確
か
め
ら
れ
る
。
「
睦
奨
悶
出
金
詔
畳
一
闘
を
賀
く
歌
」
を
制
作
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
撹
庄
が
、
吉
野
讃
歌
を
儲
作
す
る
と
い
う
こ
の
た
び
の
機
会
に
お
い
て
、

の
歌
と
し
て
具
体
的
な
形

に
な
っ
て
現
わ
れ
た
と
一
一
一
悶
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

圃..... 

J、

む
す
び

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
長
歌
・
反
歌
を
通
じ
て
、
「
天
照
大
神
よ
り
、
皇
統
の
絶
す
っ
〉
か
せ
た
ま
ふ
L

(

『
代
一
段
記
』
初
稿
本
)

と
こ
ろ
の
聖
な
る
皇
統
を
引
き
継
ぎ
、
吉
野
離
宮
に
臨
幸
す
る
「
我
ご
大
君
L

の
姿
と
、
そ
の
聖
武
天
皇
に
奉
仕
し
続
け
る
「
も

の
の
ふ
の

八
十
伴
の
男
(
氏
人
)
L

の
姿
と
が
、
対
照
さ
れ
綿
密
に
揖
か
れ
て
い
る
構
成
が
理
解
で
き
た
。
そ
の
両
者
の
結
び
つ
く
さ
ま
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が
明
瞭
に
現
わ
れ
る
の
が
、
反
歌
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

反
歌
第
二
首
で
は
、
伺
を
「
見
む
」
(
結
勾
)

の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
吋
新
考
』

の

ヨ
シ
野
ノ
宮
ヲ
見
ム
と
い
ふ
べ
き
を
そ
の
ヨ
シ
ヌ
ノ
宮
ヲ
を
前
の
歌
に
譲
れ
る
な
り

と
い
う
的
確
な
指
摘
を
参
縮
小
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
前
の
歌
四

O
九
九
の
「
我
ご
大
君
」
と
同
じ
「
吉
野
の
宮
L

を
「
見
む
L

と
歌
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
こ
で
、
高
松
寿
夫
氏
「
宮
廷
公
宴
に
お
け
る
規
線
の
共
有
i
山
部
赤
入
、
大
伴
家
持
の
作
品
に
触
れ
な
が
ら
i
L
(
『
白
文
学
研
究
」

五、

九
九
五
年
一
一
一
丹
)
の
見
解
を
参
照
し
て
お
こ
う
。
高
松
論
文
は
、
「
天
皇
と
同
じ
宴
席
に
列
な
る
こ
と
の
喜
び
を
、
規
綜
の
共

有
で
象
徴
さ
せ
る
」
と
い
う
「
理
念
」
に
つ
い
て
説
明
し
、
当
該
歌
に
お
い
て
も
、

そ
の
「
理
念
」
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
そ
し

て
、
こ
の
反
歌
の
二

に
つ
い
て
、
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「
お
ほ
き
み
L

と
「
や
そ
氏
人
」
と
の
そ
れ
ぞ
れ
を
主
体
と
す
る
も
の
が
対
偶
的
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
瞭
然
で
あ
る
が
、
こ
の
二

首
を
論
理
的
に
結
び
つ
け
る
な
ら
ば
、
「
お
ほ
き
み
L
が
「
あ
り
が
よ
ひ
め
す
」
「
よ
し
の
の
み
や
L
を
「
や
そ
氏
人
L
も
「
た
ゆ
る

こ
と
な
く
つ
か
へ
つ
つ
見
む
L

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
的
確
な
指
摘
に
よ
り
、
こ
の
反
歌
の

に
お
い
て
、
両
者
が
視
線
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

の
結
び

っ
き
・
「
天
皇
と
群
臣
の
和
楽
」
(
高
松
論
文
)
を
表
わ
す
こ
と
が
は
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。

す
で
に
、
第
四
節
の
最
後
の
と
こ
ろ
で
触
れ
て
お
い
た
の
だ
が
、
反
歌
田

O
九
九
で
は
、
「
古
を

思
ほ
す
ら
し
も
」
と
い
う
よ
う
に
、

「
我
ご
大
君
」
聖
武
天
皇
の
心
中
が
付
度
さ
れ
て
い
る
点
が
特
色
と
し
で
あ
っ
た
。
行
幸
の
中
心
た
る
「
我
ご
大
君
」
聖
武
天
皇
が
、
自
ら

の
来
援
を
思
う
と
い
う
心
中
が
付
度
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
行
幸
の
中
心
で
あ
る
「
我
ご
大
君
」
の
恩
恵
の
ベ
ク
ト
ル
は
、
「
古
」
つ
ま
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大
伴
家
持
の
吉
野
行
幸
儲
作
歌

り
皇
一
統
の
来
摩
へ
と
向
っ
て
い
る
。

方
、
そ
の
中
心
を
支
え
る
佳
下
で
あ
る
「
も
の
の
ふ
の

八
十
伴
の
男
(
氏
人
ご
は

賞
し
て
天

に
奉
仕
す
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
わ
け
で
、

そ
の
ベ
ク
ト
ル

に
向
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

一
見
、
こ
こ
に
は
、
向
か

う
べ
き
方
向
の
艶
離
が
あ
る
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
る
の
だ
が
、
右
に
見
た
「
視
線
の
共
有
L

に
よ
り
、

の
結
び
つ
き
が
、
保
た
れ
て

い
る
と
一
言
え
よ
う
。

問
題
は
、

そ
の
結
び
つ
き
に
支
え
ら
れ
つ
つ
、
「
我
ご
大
君
」
が
「
古
を

思
ほ
す
L

と
歌
う
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
古

を

思
ほ
す
」
が
、
長
歌
で
辿
る
こ
と
が
で
き
た
皇
統
の
来
一
肢
を
辿
る
内
容
を
持
つ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
そ
れ
が
、
中
心
で
あ
る
天
皇
自
ら
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
と
、
作
品
上
で
歌
わ
れ
て
い
る
こ
と
の
意
義
を
考
え
た
い
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
、
す
で
に
本
論
の
な
か
で
た
び
た
び
取
り
上
げ
て
来
た
、
「
伝
統
と
創
造
L

と
い
う
観
点
で
考
察
し
た
い
。

家
持
当
該
歌
は
、
人
麻
呂
の
「
吉
野
讃
歌
L

が
持
っ
て
い
た
、

そ
し
て
金
村
・
赤
人
・
千
年
な
ど
の
宮
廷
歌
人
の
吾
野
讃
歌
が
何
ら
か
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の
形
で
持
っ
て
い
た
、

J
百
ぽ
め
し
「
御
代
ぽ
め
」

の
要
素
を
持
つ
こ
と
の
な
い
作
品
で
あ
る
。
吉
野
讃
歌
を
歌
う
う
え
で
の
き
ま
り
ご
と

と
し
て
は
、
人
麻
呂
の
よ
う
に
、
現
在
を
「
神
の
御
代
か
も
L

と
歌
う
こ
と
や
、
金
村
・
赤
人
の
よ
う
に
、
人
麻
呂
の
影
響
下
に
あ
っ
て
、

人
麻
呂
「
吉
野
讃
歌
」
の
「
神
の
御
代
」
を
と
ら
え
て
、
「
神
代
よ
り
L

と
う
た
う
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
よ
う

に
歌
う
こ
と
が
、
吉
野
讃
歌
の
ひ
と
つ
の
伝
統
と
な
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
家
持
当
該
歌
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
当
該
歌
は
、
天
孫
降
臨
か
ら
歌
い
起
こ
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
天
照
大
御
神
か
ら
の

皇
統
が
継
承
さ
れ
て
来
た
震
史
の
な
か
に
、
吉
野
離
宮
を
置
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
吉
野
離
宮
宇
佐
皇
統
の
系
譜
と
い
う
相
に
お
い
て
捉
え

る
こ
の
方
法
は
、
従
来
の
吉
野
讃
歌
の
歴
史
に
は
な
い
、
ま
さ
し
く
家
持
な
り
の
創
造
で
あ
っ
た
。

前
掲
の
よ
う
に
、
神
野
志
論
文
は
、
こ
の
「
古
を

思
ほ
す
」
の

を
、
天
武
王
朝
と
み
な
し
、
こ
の
作
品
に
天
武
皐
統
意
識
を



見
出
す
根
拠
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
当
該
の
「
古
L

の
な
か
み
を
、
神
野
士
山
論
文
の
よ
う
に
捉
え
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
は
、

す
で
に
述
べ
た
と
お
り
だ
。
天
武
皇
統
論
に
収
数
さ
せ
て
し
ま
う
べ
き
で
は
な
い
の
だ
。
こ
こ
に
は
、
天
武
皇
統
意
識
よ
り
も
、

さ
ら
に

射
程
の
長
い
皇
統
意
識
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
こ
で
、
少
し
、
こ
の
作
品
の
内
部
か
ら
抜
け
出
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
作
者
で
あ
る
家
持
の
皇
統
意
識
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た

し3
0 

天
平
十
二
年
冬
、
家
持
は
、
聖
武
天
皇
の
東
国
行
幸
に
従
駕
し
た
。
そ
の
時
の
従
駕
歌
群
(
巻
六
・

O
二
九

1

一O
三
六
歌
)

に
つ

い
て
、
拙
稿
「
聖
武
天
皇
東
国
行
幸
従
駕
歌
論
」
(

天
武
皇
統
意
識
が
見
出
せ
る
こ
と
を
分
析
し
た
。
そ
の
よ
う
に
、
天
平
十
二
年
の
段
階
に
お
い
て
は
、

一
一
五
、

一
九
九
八
年
一
一
月
)
で
は
、
こ
の
歌
群
の
中
に
、

た
し
か
に
、
天
武
皇
統
意
識
が
見

出
せ
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、

よ
り
始
源
へ
と
皇
統
の
来
歴
を
た
ど
ろ
う
と
す
る
皇
統
意
識
が
あ
る
。
家
持
の
な
か
に
、
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皐
統
意
識
の
変
化
を
見
出
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

で
は
、

そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
何
な
の
か
。
や
は
り
、
「
陸
奥
園
出
金
詔
書
、
宇
佐
賀
く
歌
L

制
作
の
機
会
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ

の
意
味
で
、
こ
の
論
の
最
初
、
「

は
じ
め
に
L

で
引
い
て
お
い
た
よ
う
に
、
小
野
寛
氏
「
家
持
と
陸
奥
国
出
金
詔
書
」
が
、
「
陸
英
国

出
金
詔
書
一
宇
佐
賀
く
歌
」
制
作
に
お
い
て
見
出
さ
れ
た
皇
統
讃
美
意
識
の
発
露
を
こ
の
歌
の
中
に
見
出
し
て
、

「
陸
奥
田
出
金
詔
室
開
L

に
よ
っ
て
自
覚
め
さ
せ
ら
れ
た
皇
統
讃
美
意
識
の
落
と
し

で
あ
っ
た
の
だ
。

と
述
べ
て
い
た
の
は
正
し
い

る。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
当
該
の
家
持
の
作
品
は
、
吉
野
讃
歌
の
系
譜
に
自
ら
の
作
品
を
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
意
識

に
支
え
ら
れ
、

ま
た
、
伝
統
と
創
造
と
は
何
か
と
い
う
意
識
に
支
え
ら
れ
て
、
創
造
が
盛
り
込
ま
れ
、
新
し
い
吉
野
讃
歌
に
仕
上
っ
て
い
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大
伴
家
持
の
吉
野
行
幸
儲
作
歌

る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
あ
ら
た
め
て
強
調
し
て
お
き
た
い
。

当
該
の
家
持
の
吉
野
行
幸
儲
作
歌
は
、
皇
統
の
来
歴
を
始
源
か
ら
確
認
す
る
方
法
を
、
日
伝
統
あ
る
吉
野
讃
歌
の
醸
史
の
な
か
に
持
ち
込

ん
だ
点
で
画
期
的
で
あ
り
、

そ
こ
に
家
持
な
り
の
創
造
を
見
出
せ
る
、
こ
う
述
べ
て
、
本
論
の
ま
と
め
と
し
た
い
。

、三

(
1
)
『
続
日
本
紀
』
の
引
用
は
、
青
木
和
夫
氏
・
稲
田
川
毅
二
氏
・
笹
山
晴
生
氏
・
白
藤
稽
幸
氏
校
注
ぷ
祝
日
本
紀
』
(
新
日
本
古
典
文
学
大
系

る
。
以
下
同
じ
。

(2)
『
延
警
式
』
の
引
用
は
、
『
延
警
式
』
(
新
訂
増
機
関
史
大
系
古
川
弘
文
鎮
)
に
よ
る
。

(3)
万
葉
集
中
の
当
該
例
以
外
の
「
窓
向
御
座
L

の
用
例
は
、
友
の
家
持
歌
に
限
ら
れ
る
。

濁
居
ニ
握
一
義
遥
関
ニ
震
公
'
は
同
燈
一
作
歌
一
首
芥
短
歌
(
反
歌
は
省
略
)

高
御
座
天
の
臼
継
と
皇
祖
の
神
の
命
の
鶴
こ
し
食
す
閣
の
ま
ほ
ら
に
山
を
し
も
さ
は
に
多
み
と
百
潟
の
来
日
出
て
鳴
く
声
:
・
:

(四

O
八
九
)

こ
の
歌
で
は
、
ほ
と
と
ぎ
す
を
詠
む
市
内
容
と
右
の
長
款
問
目
頭
部
の
表
現
と
が
表
面
上
適
合
し
な
い
。
家
持
が
な
ぜ
こ
の
作
品
に
こ
う
し
た
表
現
を
用
い
た
の

か
の
理
由
は
判
断
し
か
ね
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
「
高
御
座
天
の
日
継
と
皇
祖
の
神
の
命
の
慌
こ
し
食
す
留
の
ま
ほ
ら
に
」
と
い
う
よ
う
な

一
連
の
表
現
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
や
は
り
、
「
高
御
座
」
と
皇
位

-
g一
統
と
い
う
こ
と
が
ら
と
の
関
連
は
捉
え
て
お
く
べ
き
も
の
と

思
わ
れ
る
。

(
4
)
『
日
本
議
紀
』
の
引
用
は
、
小
島
慾
之
氏
・
直
木
孝
次
郎
氏
・
西
宮
一
民
氏
・
蔵
中
進
氏
・
毛
利
正
守
氏
校
校
『
臼
本
書
紀
』
(
新
編
日
本
古
典
文
学
会
集

学
館
)
に
よ
る
。

岩
波
警
底
)
に
よ
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本
論
は
、
北
海
道
大
学
に
提
出
し
た
、
課
程
博
士
学
位
論
文
「
大
伴
家
持
研
究

i
作
口
聞
と
そ
の
方
法
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